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▽予算編成方針
　我が国の経済状況は、新型コロナウイルス感染症の影響により依然として厳しい状況であり、「経済財政運営と改革の
基本方針２０２１」においても、感染拡大防止に全力を尽くし、外需を取り込みながらあらゆる政策を総動員して経済回
復を図るとしています。その中で雇用の確保や成長分野への円滑な労働移動を促進し、成長と雇用・所得拡大の好循環
を目指すともに、感染症により厳しい影響を受けた方々、生活困窮者、孤独・孤立状態にある方々などへのきめ細かい
支援の継続など、目配りの効いた政策運営を行っていくとしています。
　愛別町の令和２年度決算においては、実質収支では１１２，５１６千円の黒字であり、また、財政健全化法に基づく財政指
標についても、いずれも国が定めた早期健全化基準の範囲内であります。一方で経常収支比率については、高い水準で
推移しており、財政構造の硬直化が一層進んでいます。今後においても人口の減少や新型コロナウイルス感染症へ対応
するための新たな行政需要などの影響によりさらに厳しさが増すことが予想されます。
　令和４年度当初予算については、「第１１次愛別町振興計画」の３年目を迎え、これまでの振興計画の成果を継承する
とともに、町長公約の実現に向けた予算編成を基本方針とし、新たな視点で事務事業評価を実践し、住民生活の充実に
寄与できるよう、諸般の行財政の現状を十分に認識しながら、健全で持続可能な財政運営と振興計画の基本テーマであ
る「子どもの笑顔かがやく恵みの大地　あいべつ」の実現という基本方針の下、予算編成を行いました。

令和４年度まちの予算令和４年度まちの予算

●一般会計歳入
総額３２億１，９００万円

町税　
２億５，１０８万円（７．８％）
皆さまから納めていただく税金

地方交付税地方交付税
１８億７，１００万円（５８．１％）
一定の行政サービスを提供できる
よう国から交付される収入

使用料及び手数料
７，８５４万５千円（２．４％）
町が施設やサービス等を提供
することによって得る収入等

国庫・道支出金
４億５，３４５万円（１４．１％）
特定の事業費の財源として国や
道から交付される収入等

その他
３億４，４５７万５千円（１０．８％）
各種交付金および財産収入等

町債
２億２，０３５万円（６．８％）
主に施設整備等に充てるための借入金等

総務費
３億１，０９５万９千円（９．７％）
全般的な管理事務、徴税、戸籍、選挙費用等

民生費
４億９，９９３万７千円（１５．５％）
社会福祉、児童・高齢者・障がい者福祉等

衛生費
２億８，２０３万８千円（８．８％）
各種検診、予防接種、環境整備、
塵芥処理等

農林水産業費
２億１，１７７万３千円（６．６％）
農林業の振興等

土木費
４億８，２９９万１千円（１５％）
道路工事、公園、公営住宅の管理等

消防費
１億８，６０８万円（５．８％）
消防行政に関する経費

教育費
２億４，６３３万２千円（７.７％）
学校教育、社会教育、スポーツ振興等

公債費
３億５，５９３万円（１１．１％）
町債の元金や利子の返済等

職員給与費
５億３，１２９万５千円（１６．５％）
職員の給与等

その他
１億１，１６６万５千円（３．３％）
議会費、商工費、予備費等

●一般会計歳出
総額３２億１，９００万円
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会　　計　　名 本年度予算 前年度予算 比　　較 増減率

一　般　会　計 ３２億１，９００万０千円 ３１億９，０００万０千円 ２，９００万０千円 ０．９％

特　

別　

会　

計

国民健康保険 ３億５，５０５万０千円 ４億　８３９万４千円 △５，３３４万４千円 △１３．１％

国民健康保険診療所事業 １億１，４４７万７千円 １億１，３７７万３千円 ７０万４千円 ０．６％

後期高齢者医療 ５，６７４万６千円 ５，８６２万６千円 △１８８万０千円 △３．２％

介護保険事業 ５億２，０６６万１千円 ５億３，９３９万４千円 △１，８７３万３千円 △３．５％

公共下水道事業 ２億１，６９９万１千円 １億７，５１１万３千円 ４，１８７万８千円 ２３．９％

小　　　　計 １２億６，３９２万５千円 １２億９，５３０万０千円 △３，１３７万５千円 △２．４％

企
業
会
計

簡易
水道事業

収益的収支 １億４，５９３万６千円 １億４，８５０万０千円 △２５６万４千円 △１．７％

資本的収支 １億８，５０６万８千円 １億９，５６５万０千円 △１，０５８万２千円 △５．４％

小　　　　計 ３億３，１００万4千円 ３億４，４１５万０千円 △１，３１４万６千円 △３．８％

合　　　　　計 ４８億１，３９２万９千円 ４８億２，９４５万０千円 △１，５５２万１千円 △０．３％

令和４年度令和４年度　　まちが行う主な事業と予算まちが行う主な事業と予算
【第１１次愛別町振興計画実行計画施策体系】【第１１次愛別町振興計画実行計画施策体系】

健やかでやさしい愛別

■保健・医療
①きのこの里健康マイレージ実施事業 ２１万２千円
②各種運動教室開催事業 ３０万１千円
③成人歯科保健事業 ９万７千円
④乳幼児健康診査事業 ７５万６千円
⑤幼児歯科健診事業 １１万３千円
⑥予防接種実施事業 ６９１万３千円
⑦任意予防接種費用助成事業 ９万９千円
⑧子ども任意予防接種費用助成事業 ６８万５千円
⑨新型コロナウイルスワクチン接種実施事業 ５３３万６千円

■子育て支援
①妊産婦健康診査事業 １４４万３千円
②妊産婦安心出産支援事業 ２４万４千円
③産後ケア事業 １１万５千円
④不妊治療費助成事業 ４５万０千円
⑤児童生徒入学通学応援事業 ４２１万６千円
⑥子ども一時預かり利用料助成事業 ４万０千円
⑦君の椅子実施事業 ６８万８千円
⑧認定こども園実施事業 ３６万１千円
　・鑑賞会、運動教室等子育て支援に関する各種事業の実施
⑨新生児聴覚検査費助成事業 １０万７千円
⑩乳幼児等医療給付事業 ７５９万１千円
⑪ひとり親家庭等医療費助成事業 ６６万５千円
⑫学童保育事業 ５０２万７千円

■高齢者支援
①特別養護老人ホーム施設大規模改修事業 ４，２２２万９千円
　・特別養護老人ホーム施設改修工事にかかる助成
②緊急通報装置設置管理事業 ２７万２千円
③軽度生活援助事業 ４８８万６千円
④高齢者等交通費助成事業 ４７３万８千円
⑤家族介護支援事業 ７２万０千円
⑥介護保険事業費低所得者利用者
　負担軽減事業

１１４万３千円

⑦地域福祉サービス事業 ６３万２千円
⑧介護予防普及啓発事業 ４００万４千円

■障がい者支援
①上川中部福祉事務組合連携事業 ２，１４０万２千円
②補装具費支給事業 １０４万２千円
③療養介護医療提供事業 ９８万４千円
④障害福祉サービス事業 １億４，１４５万３千円
⑤障害者自立支援医療給付事業 １２３万０千円
⑥地域生活支援事業 １６８万９千円
⑦重度心身障がい者医療費助成事業 ４１４万６千円
⑧児童発達支援等通所交通費助成事業 ９万０千円

■地域福祉
①民生委員協議会活動支援事業 １４２万０千円
②社会福祉協議会活動支援事業 １，６８６万０千円
③保護司会活動支援事業 １０万１千円

▽各会計予算
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令和４年度　まちが行う主な事業と予算

安心・安全で快適な愛別

■消防・防災
①指令車更新事業 ８８０万１千円
　・愛別消防署指令車の更新
②消防団員環境整備事業 １１１万２千円
　・消防団員の装備の整備

③防災備蓄品・備品整備事業 ２５７万１千円

■上・下水道
①上水道施設整備事業（建設事業費） １，０６７万０千円
②上水道施設整備事業（改良事業費） ６，７１０万０千円
　・国営事業に伴う簡易水道施設整備工事の実施
③終末処理場改築更新事業 ８，４９０万０千円
　・終末処理場水処理施設、自家発電設備の更新
④浄化槽設置整備事業 ２２６万９千円
　・浄化槽設置への助成

⑤浄化槽維持管理事業 ３１９万４千円
　・浄化槽維持管理への助成

■交通安全・防犯
①交通安全対策事業 ８０万０千円
②地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業 ９万６千円

■環境・景観・霊園
①ガーデニング普及事業 ８万１千円
②ごみ収集事業 ９４０万７千円
③火葬場管理事業 ６６万３千円
④霊園等管理事業 ３７７万９千円

■公園・緑地
①農村公園管理事業 ３０７万８千円
②リバーフロントパーク管理事業 ７８５万７千円
③オートキャンプ場管理事業 ６３７万５千円
④ふれあい通り管理事業 ８０万９千円

豊かで活力に満ちた愛別

■農業
①生産基盤整備事業 ３８３万４千円
②国営緊急農地再編整備事業 ４８０万０千円
③国営農地換地計画事業 １，６３９万２千円
④良質米生産振興事業 ５０万０千円
⑤良質米生産対策事業 ３７５万３千円
⑥経営所得安定対策推進事業 ２８６万６千円
⑦農業経営継続特別支援事業 ４６万３千円
　・新型コロナウイルスの影響により経営悪化した農業者に
　対する融資資金の利子補給
⑧農地中間管理事業 １１６万２千円
⑨農業次世代人材投資事業 １５３万７千円
　・５０歳以下の新規就農者の経営安定に向けた支援
⑩中山間地域等直接支払交付金事業 ４７１万９千円
⑪多面的機能支払交付金事業 ６，０８３万１千円
　・各地区保全の会への支援

⑫体験農園管理事業 １１５万３千円

⑬環境保全型農業直接支払交付金事業 ２０万９千円
⑭農業集落環境施設管理事業 ３５６万８千円
　・堆肥センター等の農業集落環境施設の管理
⑮特用林産物生産施設等整備事業 ５，１０５万０千円
⑯地域特産物流通促進対策事業 １１７万１千円

■林業
①町有林下刈事業 ３５９万９千円
②町有林植栽事業 ４６６万４千円
　・町有林更新のための地ごしらえおよび側溝掘削、植栽の実施

③町有林更新伐事業 １９０万３千円
④森林路網整備支援事業 １６４万６千円
　・民有林の森林路網整備への助成
⑤町有林皆伐事業 ３２４万２千円
　・収穫期を迎えた町有林の伐採および運搬の実施
⑥森林測量システム導入事業 １８３万２千円
⑦猟友会活動支援事業 ８０万０千円

■商工業
①商工振興事業 ７６５万０千円
②商店街活性化支援事業 １５０万０千円
　・小売業、飲食業等の店舗改築、改修および衛生設備の
　改修、新規事業者等に対する助成
③経営継続特別支援事業 １７０万８千円
　・中小企業への融資に対する償還金補助
④地域経済活性化事業 １，３３１万２千円

■観光
①大雪カムイミンタラＤＭＯ連携事業 １５万４千円
　・大雪山周辺の地域活性化事業に取組む、大雪カムイ　
　ミンタラＤＭＯとの連携
②きのこの里フェスティバル支援事業 １３５万０千円

■労働
①労働支援対策事業 ７８万０千円
②外国人介護福祉人材育成支援事業 ５３０万０千円
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令和４年度　まちが行う主な事業と予算

人と文化が輝く愛別

■文化芸術
①芸術文化振興事業 ３６万４千円
②無形文化財保存事業 ３０万５千円
③文化財保存活用事業 ９万９千円

■社会教育
①公民館講座教室実施事業 ５６万７千円
②社会教育団体活動奨励事業（文化等） ５７万９千円
③公民館分館活動奨励事業 ７７万２千円

■スポーツ
①チャレンジデー実施事業 １０万０千円
②夢の教室開催事業 ４６万８千円
③社会教育団体活動奨励事業（スポーツ） ７３万７千円

■学校教育
①教育ＩＣＴ推進事業 ２０３万１千円
②英語指導助手配置事業 ９４８万５千円
③特別支援教育支援員配置事業 １，２１０万７千円
④特別教育活動支援事業 １４９万０千円
⑤児童学力向上事業 １万８千円
　・英語検定受験料への助成
⑥生徒学力向上事業 ４６万３千円
　・中学生を対象とした「チャレンジゼミ」の開催
⑦心と命の授業実施事業 ５万０千円
⑧スクールランチ実施事業 ２，４７４万９千円
　・小、中学校のスクールランチの実施
⑨高等養護学校教育振興事業 １２２万０千円

明日への基盤が整った愛別

■土地利用
①土地利用規制等対策事業 ５万１千円
　・国土利用計画法に基づく、土地取引の届出等事務の実施

■住宅、定住・移住対策
①北振団地公営住宅等整備事業 ２，７５０万０千円
　・北町北振団地７、８、９号棟の解体
②民間住宅助成事業 ５６万０千円
　・住宅の耐震改修工事および太陽光発電システム導入へ
　の助成
③移住・定住促進空き家改修支援事業 １１０万０千円
　・移住、定住促進のための空き家改修に対する支援
④移住就業・起業支援事業 １６０万０千円
　・移住就業支援事業支援金の助成
⑤地域おこし協力隊活用事業 ３，２０３万６千円

■道路・公共交通
①道路維持補修事業 ３４２万１千円
②道路除排雪事業 ６，４５５万４千円
③公共施設長寿命化修繕事業 ７，９７４万９千円
④町営デマンドバス運行事業 ３８４万６千円

■情報化・技術革新
①情報通信施設管理事業 １，３４０万４千円

力を合わせてつくる愛別

■町民参画・協働
①町広報紙作成事業 ２７９万９千円
②番組制作放送事業 ９３万５千円
③北海道日本ハムファイターズ応援大使事業 ２０１万３千円
　・北海道日本ハムファイターズ市町村応援大使と連携した
　各種事業の実施
④土木奨励事業 ２０万３千円
　・本町、北町、南町、東町、愛山町公区で実施した町道の
　草刈りや道路清掃等への助成

■地域間交流
①少年愛のまち交流事業 １３８万８千円
　・滋賀県東近江市愛東地区との交流事業の実施
②ふるさと会等交流事業 １００万０千円

■コミュニティ
①共生型交流実施事業 １０９万６千円
　・共生型交流館「ぽんて」を活用した共生型交流の実施
②集落支援員活用事業 ３０１万７千円

■行財政
①町職員研修事業 ９８万４千円
②ふるさと納税実施事業 ２，８２５万７千円
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春
の
匂
い
が
や
っ
て
来
る
と
と
も
に
、

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

期
を
迎
え
ま
し
た
。
北
海
道
で
は
、
防
火

意
識
の
向
上
を
図
り
、
火
災
発
生
を
未
然

に
防
ぐ
事
を
目
的
と
し
て
、
全
道
一
斉
に

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

愛
別
消
防
署
で
は
こ
の
期
間
中
に
、
火

災
予
防
広
報
の
一
環
と
し
て
、
消
防
車
両

に
よ
る
防
火
広
報
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
町

内
の
各
事
業
所
を
訪
問
し
な
が
ら
防
火
を

呼
び
か
け
る
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
別
消
防
団
で
は
、
一
般
家
庭

へ
の
防
火
訪
問
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
全
道
一
斉　

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間

　
　
　

４
月
20
日（
水
）
〜
４
月
30
日（
土
）

○
防
火
標
語

　
『
お
う
ち
時
間 

家
族
で
点
検 

火
の
始
末
』

春
の
火
災
予
防
運
動
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
、
子
ど
も
と
家
庭
で
過
ご
す
時
間
が
普

段
よ
り
長
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
家
庭
内
に
は
大
人
が
思
っ
て

い
る
以
上
に
、
子
ど
も
に
と
っ
て
危
険
な

場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
危
険
な
場

所
を
事
前
に
把
握
し
、
予
防
対
策
を
す
る

こ
と
で
多
く
の
事
故
が
防
止
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
消
防
庁
「
救
急
お
役
立
ち

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
s://w

w
w
.fd
m
a
.g
o
.jp
/

publication/portal/post4.htm
l

●
実
際
に
多
発
し
て
い
る
事
故

１
位　

こ
ろ
ぶ

　
（
風
呂
場
、
段
差
、
洗
面
所
な
ど
）

　

少
し
の
段
差
や
濡
れ
た
床
な
ど
で
転
ぶ

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

２
位　

お
ち
る

　
（
階
段
、
窓
、
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
）

　

転
落
防
止
の
柵
を
つ
け
た
り
、
踏
み
台

に
な
る
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

３
位　

た
べ
る

　
（
た
ば
こ
、
薬
、
電
池
な
ど
）

　

飲
み
込
め
そ
う
な
も
の
は
、
手
の
届
く

と
こ
ろ
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

４
位　

ひ
っ
か
け
る

　
（
ブ
ラ
イ
ン
ド
の
紐
、水
筒
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
）

手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
置
き
、
ひ
も
付

き
の
も
の
は
外
し
て
遊
ば
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

５
位　

ぶ
つ
か
る

　
（
机
の
角
、
テ
ー
ブ
ル
の
角
な
ど
）

　

角
の
部
分
は
や
わ
ら
か
い
も
の
で
保
護

し
て
お
く
な
ど
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

６
位　

や
け
ど

　
（
ア
イ
ロ
ン
、
熱
い
飲
み
も
の
な
ど
）

　

や
け
ど
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
は
子
ど

も
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
へ
置
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

７
位　

は
さ
む

　
（
窓
、
ド
ア
、
引
き
出
し
な
ど
）

　

危
険
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、

な

ど
を
し
て
開
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

８
位　

き
る

　
（
包
丁
、
カ
ミ
ソ
リ
な
ど
）

　

使
用
後
は
す
ぐ
に
片
づ
け
て
、
簡
単
に

開
け
ら
れ
な
い
場
所
に
収
納
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

９
位　

さ
さ
る

　
（
ペ
ン
、
歯
ブ
ラ
シ
、
ヘ
ア
ピ
ン
な
ど
）

　

さ
さ
り
や
す
い
も
の
は
使
用
後
に
片
づ

け
る
な
ど
、
整
理
整
頓
を
心
が
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

10
位　

お
ぼ
れ
る

　
（
風
呂
場
の
水
、ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
）

　

水
深
が
浅
く
て
も
溺
れ
ま
す
。
少
し
の

時
間
で
も
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

ご
家
庭
で
の
乳
幼
児
の
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

河
川
や
用
水
路
へ
の
転
落
事
故
に
注
意

　

冬
期
間
は
、
積
雪
で
河
川
や
用
水
路
が

見
え
に
く
く
な
っ
て
お
り
、
誤
っ
て
転
落

し
死
亡
も
し
く
は
負
傷
す
る
痛
ま
し
い
事

故
が
、
毎
年
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
雪
解
け
時
期
に
な
る
と
、
雪
の
下

か
ら
解
け
始
め
て
不
安
定
に
な
り
、
さ
ら

に
河
川
や
用
水
路
の
水
が
増
水
す
る
な
ど

極
め
て
危
険
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
転
落
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
河
川
や
用
水
路
な
ど
へ
は
不
用
意
に

近
づ
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
雪
解
け
に
よ
る
河
川
の
増
水
で

洪
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
時
に
は
、
気
象
台

か
ら「
洪
水
注
意
報
」
や「
洪
水
警
報
」
が

発
表
さ
れ
、
注
意
や
警
戒
を
呼
び
か
け
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
気
温
の
上
昇
や
雨
等
に

よ
り
雪
解
け
が
進
み
、
土
砂
災
害
や
浸
水

の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
は「
融
雪
注
意

報
」、
な
だ
れ
の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
き
に
は「
な
だ
れ
注
意
報
」
が
発
表
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
防
災
気
象
情
報
は
、
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
出
か

け
の
際
に
は
、
最
新
の
防
災
気
象
情
報
を

確
認
し
、
春
特
有
の
気
象
災
害
か
ら
身
を

守
り
ま
し
ょ
う
。
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自
衛
官
等
募
集
案
内

●
一
般
曹
候
補
生

▽
受
験
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定
月
の
１
日

現
在
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

▽
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

　

３
月
１
日（
火
）
〜
５
月
10
日（
火
）

▽
試
験
期
日
）　 　
　
　

 

　

５
月
20
日（
金
）
〜
29
日（
日
）

※
い
ず
れ
か
１
日
、変
更
に
な
る
場
合
あ
り
。

●
幹
部
候
補
生（
一
般
）

▽
受
験
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定
月
の
１
日

現
在
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

▽
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

　

３
月
１
日（
火
）
〜
４
月
14
日（
木
）

▽
試
験
期
日（
第
一
次
試
験
）　　

 　
　
　

 

　

４
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）

※
い
ず
れ
か
１
日

●
幹
部
候
補
生（
歯
科
・
薬
剤
科
）

▽
受
験
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
専
門
の
大
卒
で
採
用

予
定
月
の
１
日
現
在
20
歳
以
上
30
歳
未
満

の
者

▽
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

　

３
月
１
日（
火
）
〜
４
月
14
日（
木
）

▽
試
験
期
日（
第
一
次
試
験
）　　

 　
　
　

 

　

４
月
23
日（
土
）

●
医
科
・
歯
科
幹
部

▽
受
験
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
医
師
・
歯
科
医
師
の

免
許
取
得
者

▽
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

　

２
月
１
日（
火
）
〜
６
月
10
日（
金
）

▽
試
験
期
日　
　

 　
　
　

 

　

６
月
24
日（
金
）

●
技
術
海
上
・
航
空
幹
部

▽
受
験
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
大
卒
以
上
で
特
定
の

学
部
・
専
攻
学
科
等
を
卒
業
後
、
２
年
以
上

の
業
務
経
験
の
あ
る
者（
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

▽
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           
　

３
月
１
日（
火
）
〜
５
月
20
日（
金
）

▽
試
験
期
日　
　

 　
　
　

 

　

６
月
20
日（
月
）

●
技
術
海
・
空
曹

▽
受
験
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
20
歳
以
上
の
者
で
国

家
免
許
資
格
取
得
者
等

▽
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

　

３
月
１
日（
火
）
〜
５
月
20
日（
金
）

▽
試
験
期
日　
　

 　
　
　

 

　

６
月
17
日（
金
）

※
試
験
会
場
は
い
ず
れ
も
陸
上
自
衛
隊
旭

川
駐
屯
地（
旭
川
市
春
光
町
）
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
北
地
区
隊

　

☎
０
１
６
６
‐
5
1
‐
５
６
１
７

　

総
務
企
画
課
総
務
係

　

☎
６
‐
５
１
１
１（
内
線
２
１
６
）

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
の
ご
案
内

　

相
続
手
続
で
は
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
の
戸
籍
書
類
一
式
を
、
相
続
手
続

を
取
り
扱
う
各
種
窓
口
に
何
度
も
出
し
直

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、
法
務
局

に「
戸
籍
書
類
一
式
」
と「
相
続
関
係
を
一

覧
に
し
た
図（
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
）」

を
一
緒
に
提
出
す
る
こ
と
で
、
内
容
を
確

認
し
た
上
で
、
法
定
相
続
人
が
誰
で
あ
る

の
か
を
、
提
出
さ
れ
た
一
覧
図
の
写
し
に

登
記
官
が
証
明
し
て
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

法
定
相
続
情
報
一
覧
図
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
相
続

登
記
、
預
金
の
払
戻
し
、
相
続
税
の
申
告
、

各
種
年
金
手
続
な
ど
を
行
う
と
き
に
必
要

と
さ
れ
る
戸
籍
書
類
一
式
の
提
出
が
省
略

で
き
ま
す
。

　

制
度
の
利
用
を
検
討
さ
れ
る
方
は
旭
川

地
方
法
務
局
登
記
部
門
ま
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

旭
川
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　

☎
０
１
６
６
‐
３
８
‐
１
１
４
６

　

　旭川市を中心とした広域連携の取組として
は、これまで「上川中部定住自立圏」を形成し、
様々な事務事業において連携してきましたが、
更なる強化を図るため、令和４年４月より「旭
川たいせつ圏域連携中枢都市圏」として新たな
圏域へ移行することとなりました。
　令和４年１月に、１市８町による連携協約の
調印式が執り行われ、旭川市の連携中枢都市宣
言に賛同するとともに、相互の役割分担の確認
や圏域全体の活性化に連携して取り組んでいく
ことが確認されました。

「旭川たいせつ圏域連携
　中枢都市圏」の形成について
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北海道日本ハムファイターズ北海道日本ハムファイターズ
北海道179市町村応援大使・コラボトートバック北海道179市町村応援大使・コラボトートバック

皆さんのご支援をお願いします！

サポーター募集！サポーター募集！

　北海道日本ハムファイターズの「北海道 179市町村応援大使」と、各市町村の名産品や名所をデザインしたトー
トバック「ジモトート」がコラボしたプロジェクト（クラウドファンディング）が行われています。

　1 口 2,000 円のご支援をいただいた方から、トートバックにプリントするデザインの意見を募集し、合計
100口以上（計２０万円以上）の協賛が集まれば、限定デザインのジモトートが制作されます。ご支援いただい
た方には、愛別町限定デザインのトートバックと応援大使の缶バッチが送られます。

★プロジェクト概要

・愛別町限定デザインのジモトート
・応援大使２名（中島卓也選手・郡拓也選手）の缶バッチ
・応援大使ロゴ缶バッチ
・JIMOTO缶バッチ

★お礼の品

　インターネットからのお申し込みとなります。
　QR コードまたは URL（https://actnow.jp/project/jimotote2022012_
aibetsu/）から特設ページにアクセスしてください。
　申し込み方法が分からないという方は、下記問い合わせ先までご連絡ください。

★申込方法

　目標金額に達成しなかった場合は、プロジェクト不成立となり、支援金額の引き落としはされません。
★その他

　4月 30日（土）まで
★募集期間

■問い合わせ先　
　総務企画課企画財政係　☎ 6‐５１１１（内線２２２）

申し込みはこちらから！
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固
定
資
産

固
定
資
産  

土
地
・
家
屋
価
格

土
地
・
家
屋
価
格

          
          

等
の
縦
覧
に
つ
い
て

等
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

納
税
者
が
本
人
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
（
評
価
額
）

と
他
の
所
有
者
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
を
比
較
で
き
る

よ
う
、
次
の
と
お
り
土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

▽
期
間

　

４
月
１
日
（
金
）
〜
８
月
１
日
（
月
）

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

▽
場
所

　

税
務
住
民
課
税
務
係　

窓
口

▽
縦
覧
で
き
る
方

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
の

代
理
人
。
た
だ
し
、
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
て
も
、

免
税
点
未
満
等
で
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は
縦
覧
で
き

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
縦
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
本
人
確
認
の
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

▽
縦
覧
帳
簿
記
載
内
容

　

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
：

　

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格

　

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
：

　

所
在
、
家
屋
番
号
、
建
築
年
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、　　

　

価
格

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課
税
務
係

　

☎
６
‐
５
１
１
１
（
内
線
１
１
８
ま
た
は
１
１
７
）

　

雪
解
け
を
待
ち
、
令
和
４
年
度
の

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
の
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
愛
別
地
区
・
中
央
地

区
の
面
整
備
工
事　

約
１
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
愛
別
・
愛
山
地
区
の
設
計

業
務
約
95
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
の
収
穫
作
業
終
了
後
に

な
り
ま
す
が
、
愛
別
・
豊
里
・
中
央
・

愛
山
地
区
の
幹
線
・
支
線
用
水
路
等

の
工
事
（
延
長
４
．
８
km
）
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
工
事
に
と
も
な
い
、
町

内
で
の
大
型
車
両
等
の
交
通
量
も
増

え
て
い
き
ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
工
事
現
場
付
近
で
は
、
工

事
関
係
車
両
の
出
入
り
や
交
通
規
制
、

騒
音
等
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
の
完
了
し
て
お
り
ま

す
厚
生
・
伏
古
地
区
の
確
定
測
量
業

務
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い
き
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
！

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
！
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国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
被
保
険
者
の
方

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染（
疑
い
を
含
む
）
し
た
場
合
に
、
傷
病
手

当
金
を
支
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方

・
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
被
保
険
者
の
方

・
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
者
で

あ
る
こ
と
（
賞
与
は
除
く
）

・
業
務
災
害
以
外
の
理
由
に
よ
る
感
染
症

等
の
た
め
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
っ

た
給
与
等
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
者
で
あ
る
こ
と

▽
支
給
対
象
期
間

　

令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
６
月
30
日
の
間

※
支
給
対
象
期
間
は
再
度
延
長
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
入
院
が
継
続
さ
れ
る
場
合
等
は
、
支
給

を
始
め
た
日
か
ら
通
算
し
て
１
年
６
か
月

ま
で
対
象
。

※
支
給
申
請
を
受
け
る
権
利
は
、
労
務
に

服
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
日
ご
と
に
、
そ

の
翌
日
か
ら
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

▽
支
給
額
の
計
算
方
法

　

直
近
3
カ
月
間
の
給
与
収
入
合
計
額
÷

就
労
日
数
×
3
分
の
2
×
支
給
対
象
日
数

※
支
給
対
象
日
は
、
療
養
の
た
め
労
務
に

服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
日
か
ら

起
算
し
て
４
日
目
以
降
の「
就
労
を
予
定

し
て
い
た
日
」
と
な
り
ま
す
。

※
1
日
当
た
り
の
支
給
額
に
上
限
が
あ
り

ま
す
。

▽
申
請
方
法

・
申
請
に
は
、
医
師
の
意
見
書（
医
療
機
関

を
受
診
し
た
場
合
）
お
よ
び
事
業
主
の
証

明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
申
請
を
す
る
場
合
は
、
事
前
に
役
場
へ

ご
連
絡
い
た
だ
き
、
必
要
書
類
等
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
６
‐
５
１
１
１（
内
線
１
１
３
）

　
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
方
）

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

傷
病
手
当
金
の
支
給
に
つ
い
て

傷
病
手
当
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

愛
別
町
で
は
65
歳
以
上
の
皆
さ
ま
が
、
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
し
、

年
を
重
ね
て
も
元
気
で
生
き
生
き
と
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
、
仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ

く
り
、
社
会
参
加
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
た

め
、
昨
年
に
引
き
続
き
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
４
月
初
旬
に
調
査

票
を
配
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
自
身
の
健

康
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

☎
６
‐
５
１
１
１
（
内
線
１
３
２
）

介
護
予
防
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

介
護
予
防
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ 

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
の
市
民

審
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
活
動
日
程

　

６
月
11
日（
土
）　

９
時
30
分
〜
19
時
、

　

６
月
12
日（
日
）　

９
時
30
分
〜
22
時
、

の
期
間
中
の
、
３
〜
４
時
間
程
度
。

▽
活
動
場
所

　

札
幌
市
中
央
区（
大
通
公
園
周
辺
）

▽
活
動
内
容

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ 

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
に
お
け

る
演
舞
の
審
査

▽
募
集
期
間

　

４
月
１
日（
金
）
〜
30
日（
土
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
要
項
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
応
募
人
数
が
定
員（
約
１
１
０
名
）
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ 

ソ
ー
ラ
ン
祭
り

　

実
行
委
員
会

　

☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
３
５
１

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

　

http://w
w
w
.yosakoi-soran.jp/

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ  

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
市
民
審
査
員
募
集

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
市
民
審
査
員
募
集

応募・詳細は
こちらから！
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●
令
和
4
年
度
の
保
険
料
率
改
定
に
つ
い
て

　

令
和
4
年
３
月
分（
4
月
納
付
分
）
か
ら

健
康
保
険
料
率
は
１
０
．
３
９
％（
マ
イ
ナ

ス
０
．
０
６
％
ポ
イ
ン
ト
）、
介
護
保
険
料

率
は
１
．
６
４
％（
マ
イ
ナ
ス
０
．
１
６
％
ポ

イ
ン
ト
）
と
な
り
、　

北
海
道
支
部
の
保
険

料
率
が
引
き
下
げ
と
な
る
の
は
初
め
て
で

す
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
加
入
者
の
皆

さ
ま
の
医
療
機
関
受
診
に
対
す
る
行
動
の

変
容
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
、
医
療
費
の
上

昇
が
一
時
的
に
抑
え
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

健
康
保
険
料
率
お
よ
び
介
護
保
険
料
率
の

引
き
下
げ
に
関
し
ま
し
て
、
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
お
願
い　

　

保
険
料
率
は
各
都
道
府
県
の
医
療
費
水

準
に
基
づ
き
算
出
さ
れ
て
お
り
、
北
海
道

の
医
療
費
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
保
険
料
率
の
伸
び
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
、
健
診

の
受
診
、
企
業
を
あ
げ
て
の
健
康
づ
く
り
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
推
進
な
ど

の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　

●
令
和
４
年
度「
協
会
け
ん
ぽ
の
健
診
」
の

ご
案
内

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
、
年
度

内
に
１
回
、
加
入
者
の
皆
さ
ま
の
健
診
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

35
歳
〜
74
歳
の
被
保
険
者（
ご
本
人
）

さ
ま
へ
は
、
が
ん
検
診
を
含
め
た
充
実
し

た
健
診
項
目
の「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」

を
、
40
歳
〜
74
歳
の
被
扶
養
者（
ご
家
族
）

さ
ま
へ
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
着
目
し
た「
特
定
健
康
診
査
」
の
２
つ

の
健
診
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
た
め
に
も
年
に
一
度
は
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

　

北
海
道
支
部

　

☎
０
１
１
‐
７
２
６
‐
０
３
５
２

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
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国民年金保険料は納付期限までに納めましょう！国民年金保険料は納付期限までに納めましょう！

国民年金の加入方法国民年金の加入方法
　日本に住む２０歳以上６０歳未満のすべての方は、国民年金に加入する義務があります。
　加入者は、職業などによって次の３つのグループに分かれており、それぞれ加入手続きが異なります。
・第１号被保険者
　２０歳以上６０歳未満の農業者、自営業者、学生、フリーター、無職の方などです。加入手続きは、
　役場国民年金窓口で行います。
・第２号被保険者
　会社員や公務員などの厚生年金保険に加入されている方です。加入手続きは、勤務先が行います。
・第３号被保険者
　第２号被保険者に扶養されていて、年収１３０万円未満の２０歳以上６０歳未満の配偶者の方です。
　加入手続きは第２号被保険者の勤務先を経由して行います。
※会社を退職したときは、第２号被保険者から第１号被保険者への変更の手続きが必要となりますの
で、お早めに手続きをお願いいたします。

　令和４年４月から令和５年３月までの国民年金保険料は、月額１６，５９０円です。
　保険料は、日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアな
どで支払うことができます。また、クレジットカードやインターネット等を利用しての納付、そして便
利でお得な口座振替もあります。保険料の納め忘れがあると、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生
した場合に、障害基礎年金や遺族基礎年金を受けられない場合がありますので、必ず納付期限までにお納め
ください。
　なお、所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶予される制度があります。
　令和４年度分（令和４年７月分から令和５年６月分まで）の免除等の受付は、令和４年７月１日から
開始されます。
※申請時点の２年１か月前の月分まで遡って申請することができます。また、今回の新型コロナウイル
ス感染症の影響により収入が減少した場合、令和２年２月分以降の保険料の納付が免除・猶予される臨
時特例措置も設けられていますので、役場国民年金窓口までご相談ください。

■問い合わせ先　税務住民課戸籍年金係　☎６‐５１１１（内線１１５）
　　　　　　　　旭川年金事務所お客様相談室　☎０１６６‐７２‐５００４
　　　　　　　　※自動音声案内後「１」を押した後に「２」を押してください。

！！注意！！
日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対して、電話・文書・
訪問により早期に納めていただくよう案内を行っております。現在、不審な電話や訪問が相次いで発
生しておりますが、日本年金機構からは案内のみで、実際に徴収を行いませんので、現金やクレジッ
トカードを渡さないようご注意ください。

年金手帳から基礎年金番号通知書に切替わります！年金手帳から基礎年金番号通知書に切替わります！
　これまでは、２０歳到達で初めて年金制度へ加入する方や再交付を申請した方に
対し、年金手帳を交付していましたが、令和４年４月１日からは基礎年金番号通知
書になります。
　すでに年金手帳を交付されている方には、基礎年金番号通知書の交付は行いませ
ん。また、お手元にある年金手帳は、令和４年４月１日以降も「基礎年金番号を明
らかにすることができる書類」として引き続きご利用いただけます。
　年金手帳を紛失等した方で再交付を希望する方に対し、令和４年４月１日以降は
基礎年金番号通知書を交付しますのでご了承ください。
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子どもから大人まで、
　　　　　　　　　　　　健診を受けて健康生活を！！

■問い合わせ先　保健福祉課保健推進係　☎６-５１１１（内線１３５）

今月の担当
𠮷野保健師

　症状のない病気を早期に発見するには、定期的に健康診断を受けることが大
切です。自らの健康を守るためにも、年に１度、健診・がん検診等を受けましょう。

★大人の健康診査・各種検診

●健康診査の対象
・１９～３９歳の方
・４０～７４歳の国民健康保険に加入している方
・後期高齢者医療制度に加入している方

●各がん検診、肝炎ウイルス検診、骨検診、歯科検診
・医療保険に関係なく町の検診を利用できます。
・受診できる方の対象年齢が、検診によって決まって　
　います。

検 診 日 会 場
1７月２６日（火） 愛山公民館
1７月２７日（水） 中里母と子憩の家
1７月２８日（木） 愛別地区農業研修センター
1７月２９日（金） 総合センター
1７月３０日（土） 総合センター
１０月１２日（水） 総合センター

検 診 日 対 象 地 区
６月１４日（火）

全地区対象令和５年
２月１５日（水）

検 診 日 会 場
１２月２０日（火）総合センター

●旭川がん検診センターで行う健診・がん検診（個別）
　個人で旭川がん検診センターを受診できます。

健診申し込み用紙とアンケートを各戸に配布しま
すので、検査内容・料金・受診期間等はそちらを
ご覧ください。

▷対象者

▷健診・がん検診の日程
●愛別町内で行う健診・がん検診

●愛別町内で行うがん検診（女性のみ）
　子宮がん検診・乳がん検診・大腸がん検診

●旭川がん検診センターで行う健診・がん検診（集団）

※女性のみ対象。バスが出ます。

▷骨検診（骨粗しょう症検診）
・国民健康保険愛別町立診療所での個別受診と
なります。
・４０歳から受診できます。

▷歯科健診
・愛別歯科医院での個別受診となります。
・１９歳から受診できます。

★子どもの健診
▷乳児健診・1歳 6か月児健診・3歳児健診（会場：総合センター）
４月１５日（金）、６月１０日（金）、8月１９日（金）、１０月１４日（金）、
１２月１６日（金）、令和５年２月１７日（金）

▷５歳児健診（会場：農村環境改善センター）
令和５年１月１１日（水）、３月２２日（水）

▷幼児歯科健診（会場：総合センター）
７月２０日（水）、令和５年１月１８日（水）

・乳児健診の対象は、１～１２か月児
となります。
・子どもの健診は、健診の 2週間前
に対象者に案内をお送りします。



14142022.42022.4 広報広報

「あいべつショップ」
インスタグラムQRコード

「あいべつショップ」
ツイッターQRコード

第14号

藏前隊員

熊倉隊員

谷合隊員

ユーチューブの料理動画の様子ユーチューブの料理動画の様子 介護予防教室の様子介護予防教室の様子

熊倉隊員が運営している熊倉隊員が運営している
「あいべつショップ」の SNSは「あいべつショップ」の SNSは
こちらからご覧になれます！こちらからご覧になれます！

情
報
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業
務

特
産
振
興
業
務

　

こ
ん
に
ち
は
、
雪
も
溶
け
始
め
、
春
が
や
っ
て

来
そ
う
な
陽
気
が
漂
い
始
め
ま
し
た
ね
。
早
い
も

の
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
愛
別
町
に
来
て

か
ら
、
今
年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
も
自
分
の
良
さ
を
生
か
し
て
仕
事
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
情
報
発
信
業
務
で
は
、
先
月
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
中
、

介
護
予
防
教
室
の
取
材
や
、
議
会
の
撮
影
な
ど
に

伺
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な

い
中
、
工
夫
し
て
動
画
配
信
な
ど
で
、
お
家
で
も

運
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
取
り
組
み
や
心
遣
い

に
愛
を
感
じ
ま
し
た
。
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
役
場
内
で
編
集
し
、
旭
川
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
ポ
テ
ト
の『
あ
い
べ
つ
ト
ピ
ッ
ク
ス
』
や
、
町

の
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
も
随
時
更
新

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　

寒
い
冬
が
終
わ
り
に
近
づ
き
、
温
か
い
日
が
続

き
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、「
ま
ん
防
」
が
出

て
い
た
た
め
、
愛
山
地
区
で
の
活
動
も
必
要
最
低

限
の
こ
と
し
か
で
き
ず
、
特
産
振
興
で
も
加
工
品

の
管
理
発
送
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
協
力
隊
の
任

期
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
任
期
後
の
こ

と
を
考
え
た
活
動
を
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
藏
前
）　

　

こ
ん
に
ち
は
、
今
年
は
雪
解
け
が
早
く
て
少
し

寂
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
熊
倉
で
す
。
先
月
に

引
き
続
き
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ロ
ワ
ー
も
順
調
に
増
え
て
き
た
の
で
、
た
く

さ
ん
の
方
に
ビ
ー
ツ
を
知
っ
て
貰
え
る
よ
う
に
有

益
な
情
報
発
信
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま
す
。
近
隣
で
、
ど
こ
か
取

り
扱
っ
て
頂
け
そ
う
な
お
店
が
あ
れ
ば
、
私
の
方

に
教
え
て
頂
け
る
と
非
常
に
助
か
り
ま
す
。
町
の

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
も
出
演
さ
せ
て
頂
い
た
の
で
良

か
っ
た
ら
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
熊
倉
）

あいべつショップ

→

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
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きりん組のみんな
元気でね！

　３月１１日、幼児センターでお別れ会が行われま
した。りす組、うさぎ組の子どもたちから、手作
りのプレゼントが渡されたり、先生たちが思い出
の歌や踊りを披露したりと、楽しいひとときを過
ごしました。最後に、きりん組の子どもたちがお
礼の歌を元気いっぱいに歌う様子を見て、涙ぐむ
先生もいました。きりん組の皆さん、小学校に行っ
ても元気でね！

　今年度の愛別町教育表彰は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、表彰状の授与のみ行い
ました。今年度は文化奨励賞に１名の方が選ばれ、２月２５日に、馬場信明教育長から表彰状が
手渡されました。この度の受賞を心からお祝い申し上げ、功績をご紹介いたします。

令和３年度教育表彰

佐
さ せ

瀨　音
の の

々　様　

　昨年１０月、札幌市で開催され
た第２１回東日本学校吹奏楽大会
に、旭川大学高等学校吹奏楽部の
一員として出場され、旭川大学高
等学校は見事金賞を受賞しまし
た。
　全国的な大会に出場したことに
対して、文化奨励賞が贈られまし
た。

　２月に届いたバレンタインデーのお返しとし
て、滋賀県東近江市愛東地区の愛のまち交流プ
ロジェクトの皆さんへ、ホワイトデーのメッセー
ジカードをお菓子と一緒に贈りました。
　直接お会いできない年が続いていますが、愛
東地区の皆さんに想いが届きますように！

愛東地区へホワイトデーの愛東地区へホワイトデーの
　　メッセージを贈りました　　メッセージを贈りました
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～比べないのは当たり前、みんなで上がろう愛の地域（ぶたい）～

第１００号「終日作業について」
　１年生は５月と１０月、２年生は５月と９月、３年生は５月
と８月にそれぞれ３日間、２月には全校生徒で３日間、町内
の神社やお寺、施設などの清掃や除雪の作業を行いました。
　この活動は作業学習の授業の一環で、地域に貢献すること
の喜びを感じ、働くことへの意義や態度を学ぶことを目的に
毎年行われています。生徒たちは普段からお世話になってい
る愛別町への感謝の気持ちを込めて、一人一人が一生懸命に
取り組みました。作業中は、町内の方々から励ましや感謝の言葉をたくさん掛けていただき、大変励みになり
ました。ありがとうございました。
　愛別町の皆様のご協力により、終日作業をとおして、地域への貢献と働くために必要な力を付ける学習を行
うことができることに感謝申し上げます。（担当：山﨑啓子）

■相談窓口・問い合わせ先
・上川中部基幹相談支援センター　　当麻町３条東２丁目１１番１号（当麻町役場内）
☎：０１６６‐８４‐７１１１　FAX：０１６６‐８４‐７３３３　メール：kitayon@potato.ne.jp
・虐待防止センター専用電話　☎：０１６６‐８４‐７２２２（２４時間対応）

知っていますか？
　　　　世界自閉症啓発デー（４月２日）・発達障害啓発週間（４月２日～８日）

　自閉症は病気ではなく脳の発達の仕方の違いによる生まれつきのものだと考えられています。はっきりとし
た原因はまだわかっていません。自閉症の特性があると、言われていることがよくわからない、あたりまえに
思われていることへの対応がわからなかったり、音や光がうるさすぎ・まぶしすぎて、
つらいことなどがあります。
　親の育て方や本人の努力不足ではなく、脳機能の障がいであることを理解していた
だき、一人一人の特徴に応じた配慮をお願いします。

きたよん相談日を開設しますきたよん相談日を開設します
　　共生型交流館「ぽんて」に相談窓口を次のとおり設置します。共生型交流館「ぽんて」に相談窓口を次のとおり設置します。

　毎年 4月 2日は、平成 19年に国連が制定した「世界自閉症啓発デー」です。
　日本では、4月2日から4月8日までを「発達障害啓発週間」と定め、自閉症をはじめとする発達障害について、
みなさまに知っていただくこと、理解をしていただく機会としています。希望や平穏を表す「青」をシンボル
カラーにして、各地でイベントやライトアップが行われるようになりました。

●自閉症って？

　自閉症をはじめとする発達障害について知っていただくこと、理解をしていただくことは、発達障害のある
人だけでなく、だれもが幸せに暮らすことができる社会の実現につながっていきます。

▷日時　　４月１８日（月）１３：３０～１５：３０
▷場所　　共生型交流館「ぽんて」
　　　　　（愛別町字本町１７０番地）
▷申込　　相談は予約制です。４月１５日（金）まで
　　　　　に右記問い合わせ先へお申し込みください。

■問い合わせ先
　保健福祉課福祉係　☎６-５１１１（内線１３８）
　　　　　　　　　　℻  9‐３９３３
　上川中部基幹相談支援センター　
　　　　　　　　　　☎０１６６‐８４‐７１１１
　　　　　　　　　　℻  ０１６６‐８４‐７３３３　　
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以上の方々から愛別町社会福祉協議会に寄附がありました。

☆香典返しを廃して
　故　竹本　徹　様の葬儀に際して　愛山２３区　竹本　美惠壽　様
　故　石澤　正　様の葬儀に際して　愛別　２区　石澤　チトセ　様

みなさん、春がやってきました！
愛別での春が楽しみです！春は新しい始まりを表しています！先月は卒
業した３年生の生徒が高校で頑張れるように祈りました！私はとても寂
しいですが、新１年生に会えることも楽しみにしています。今月で日本
に引っ越してきて６カ月が経ちます。ここでの生活に慣れるのは少し時
間がかかりましたが、これまで支えてくださった全ての方々に感謝して
います。愛別にいることで、私がここ数年やっていなかったいくつかの
熱中していることに集中できる機会ができました。その１つは映画を書
くことです。最近の空いた時間に短編映画を書き、その脚本で４つの賞
を受賞することができました！再びクリエイティブになるのはいい気分
でした。愛別でたくさんの幸せな思い出ができることを楽しみにしてい
ます！
今後ともよろしくお願いします！

Happy spring time everyone!

I’m excited to see spring in Aibetsu. Spring represents new beginnings! 

Last month I wished my 3年生 students good luck as they moved onto 

Highschool. I will miss them a lot, but I am also excited to get to know our 

new 1年生 . This month also marks more than 6 months since I moved 

to Japan. It has taken me some time to adjust to my life here, but I am 

very grateful for all of the people who have supported me so far. Being 

in Aibetsu has given me the opportunity to focus on some passions that 

I have admittedly neglected in recent years. One of those passions was 

writing movies. In my spare time recently, I wrote a short fi lm, and won 4 

awards with my script! It feels good to be creative again. I look forward to 

many more happy memories in Aibetsu. 

Kongotomo yoroshiku onegaishimasu!

２月末現在・（　）内前月比２月末現在・（　）内前月比
男 １,２２４ 人（±0）
女 １,３８０ 人（－１）
計計 ２,６０４ 人（－１）
世帯数世帯数 １,３１７ 世帯（±０）

※「戸籍の窓」欄※「戸籍の窓」欄
への掲載の申しへの掲載の申し
込みは、各届出込みは、各届出
時に税務住民課時に税務住民課
戸籍年金係へお戸籍年金係へお
申し出ください。申し出ください。

■おくやみ■おくやみ
行政区 死　亡　者死　亡　者 満年齢満年齢 死亡月日死亡月日
愛別２区愛別２区 　石　澤　　正　さん ８５ ２月１９日
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２０２２（令和４）年４月１日

■発行・編集■発行・編集
　愛別町総務企画課情報発信係　愛別町総務企画課情報発信係
　〒０７８-１４９２　〒０７８-１４９２
　北海道上川郡愛別町字本町１７９番地　北海道上川郡愛別町字本町１７９番地
　☎０１６５８-６-５１１１（代表）　☎０１６５８-６-５１１１（代表）
■印刷■印刷
　㈱須田製版　旭川支社　㈱須田製版　旭川支社

□ホームページ□ホームページ
　http://www.town.aibetsu.hokkaido.jp/　http://www.town.aibetsu.hokkaido.jp/
□Ｅメール□Ｅメール
　aibetsu@town.aibetsu.hokkaido.jp　aibetsu@town.aibetsu.hokkaido.jp

幼児センターでおもわず幼児センターでおもわず

　『広報あいべつ』は、愛別町ホームページでも公開しているほか、旭川ケー
ブルテレビポテトでも放送しており、写真等がカラーでご覧いただけます。

Ｔｗｉｔｔｅｒ

Ｆａｃｅｂｏｏｋ

公式YouTube
チャンネル

卒業おめでとうございます

Ｉｎｓｔａｇｒａｍ

　３月４日に、北海道美深高等養護学校あいべつ校で１５名の３年生が、３

月１２日に、愛別中学校で２３名の３年生が、卒業の日を迎えられました。

　卒業された皆さんが、それぞれの進路で今後も活躍されることをお祈りい

たします。

愛別町公式ＳＮＳもよろしくお願いします愛別町公式ＳＮＳもよろしくお願いします

LINE公式アカウント

■■３月１２日に中学校を卒業さ３月１２日に中学校を卒業さ
れた皆さん、れた皆さん、ご卒業おめでとうご卒業おめでとう
ございます。ございます。皆さんの入学式を皆さんの入学式を
取材させていただいたのが、つ取材させていただいたのが、つ
いこの間のように感じ、時の流いこの間のように感じ、時の流
れの早さに驚いています。ぼんれの早さに驚いています。ぼん
やりしていると、数年後に、今やりしていると、数年後に、今
度は皆さんの成人式を見てまた度は皆さんの成人式を見てまた
驚くことになりそうですね。驚くことになりそうですね。
（横畠）（横畠）



　

私
は
、
昨
年
４
月
27
日
に
町
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の

１
年
間
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
信
頼
と
期
待
に
応

え
る
べ
く
、
公
約
の
実
現
と
し
て
、

ま
ず
、
学
校
給
食
の
導
入
と
認
定

こ
ど
も
園
の
設
置
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
新
た
な
行
政
課
題
や

多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

誠
心
誠
意
努
力
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

政
府
に
よ
る
「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
北
海
道
に
も
適
用
さ
れ
る
事
態

と
な
り
、
外
出
制
限
や
飲
食
制
限

等
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
影
響

に
よ
り
、
当
町
に
お
い
て
も
、
飲

食
関
連
を
中
心
に
深
刻
な
状
況
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
商
工
業
者
の
経
営

の
継
続
と
雇
用
維
持
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
町
民
全
員
を
対

象
に
一
人
１
万
円
分
の
復
興
応
援

ク
ー
ポ
ン
を
発
行
し
、
そ
の
一
部

の
利
用
先
を
飲
食
店
等
に
限
定
す

る
こ
と
で
、
消
費
喚
起
と
飲
食
店

支
援
の
側
面
を
合
わ
せ
も
つ
仕
組

み
と
し
て
実
施
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
町
民
の
皆
さ
ま

の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と

し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
も
早
期
に

取
り
組
み
、
医
療
従
事
者
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
も
と
、
１
月
末
時
点
で

接
種
対
象
者
の
９
１
．
５
％
の
方
に

２
回
目
の
接
種
を
完
了
し
、
現
在

は
、
３
回
目
の
接
種
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

改
め
て
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
本
年
は
、「
第

11
次
愛
別
町
振
興
計
画
」
の
３
年

目
と
な
り
、
基
本
テ
ー
マ
で
あ

る
「
子
ど
も
の
笑
顔
か
が
や
く
恵

み
の
大
地
あ
い
べ
つ
」
を
創
り
上

げ
る
環
境
を
整
え
、
こ
れ
ま
で
の

振
興
計
画
の
成
果
を
継
承
し
な
が

ら
、
新
た
な
視
点
で
事
務
事
業
評

価
を
実
践
し
、
振
興
計
画
に
登
載

し
た
項
目
を
反
映
す
る
こ
と
で
、

子
育
て
や
学
習
環
境
の
充
実
、
産

業
振
興
と
定
住
促
進
、
生
活
環
境

の
整
備
や
保
健
福
祉
の
充
実
な

ど
、
自
主
・
自
立
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▽
健
や
か
で
や
さ
し
い
愛
別    

●
保
健
・
医
療　

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
健

康
に
関
心
を
持
ち
、
日
ご
ろ
か
ら

健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

成
人
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
第
２
期
保
健
事
業
実
施
計
画

（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）」・「
第
３

期
特
定
健
診
等
実
施
計
画
」（
平

成
30
年
度
〜
令
和
５
年
度
）、
第

３
次
健
康
増
進
計
画
「
愛
い
っ
ぱ

い
す
こ
や
か
プ
ラ
ン
」（
令
和
元

年
度
〜
令
和
５
年
度
）
に
基
づ
き
、

が
ん
検
診
、
各
種
健
康
診
査
に
か

か
る
普
及
啓
発
や
受
診
勧
奨
に
努

め
、
栄
養
や
運
動
な
ど
生
活
習
慣

の
改
善
に
向
け
た
保
健
指
導
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
、
生

活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
重
症
化

予
防
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
な

ど
医
療
費
抑
制
に
繋
が
る
よ
う
１

次
予
防
を
重
視
し
、
誰
も
が
心
身

と
も
に
健
や
か
で
活
力
あ
る
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
健

康
づ
く
り
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

感
染
症
予
防
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
、
各
種
予
防
接

種
費
用
の
助
成
を
引
き
続
き
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
、
希
望
す
る
町
民
の
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
町
立
診
療
所
と
連
携
し
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

●
地
域
医
療

（
国
民
健
康
保
険
愛
別
診
療
所
）

　

国
民
健
康
保
険
愛
別
町
立
診
療

所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
体
調
が
悪

町
政
執
行
方
針

４



く
な
っ
た
時
に
初
め
て
行
く
第
１

次
保
健
医
療
機
関
と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
利
用
し
や
す
く
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
対
策
に
配

慮
し
、
信
頼
向
上
や
医
療
体
制
の

維
持
、
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
法
人
健
光
会
旭
川

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
と
統

合
系
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
た
連
携
に
よ
り
、
夜
間
や
休
日

の
急
病
患
者
の
応
急
的
な
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
質
の
高

い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
立

す
る
た
め
、
医
療
・
検
査
機
器
の

更
新
や
診
療
情
報
の
電
子
化
に
よ

り
事
務
の
効
率
化
を
図
り
、
更
な

る
診
療
体
制
の
充
実
と
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
健
康
と
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

●
子
育
て
支
援

　

子
育
て
・
少
子
化
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
保
育
・
教
育
、
発
達

支
援
、
医
療
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

過
疎
化
や
核
家
族
化
等
に
よ
り
、

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
養
育
機

能
が
低
下
し
つ
つ
あ
り
、
子
ど
も

が
健
や
か
に
生
れ
育
つ
環
境
づ
く

り
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
と
し
て
、「
第
２

期
愛
別
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」（
令
和
２
年
度
〜
令

和
６
年
度
）
に
基
づ
き
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
母
子
保
健
・

児
童
福
祉
・
子
育
て
支
援
・
教
育

の
場
が
連
携
し
、
子
ど
も
の
成
長

段
階
に
合
わ
せ
た
切
れ
目
の
な
い

細
や
か
な
支
援
を
行
い
、
子
育
て

に
喜
び
や
生
き
が
い
を
感
じ
な
が

ら
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
が
心

身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ

く
り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
の
防
止
に
つ

き
ま
し
て
も
、
児
童
虐
待
の
発
生

予
防
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
の

た
め
、
妊
娠
期
か
ら
相
談
で
き
る

体
制
を
整
え
る
ほ
か
、
関
係
機
関

と
の
連
携
・
情
報
共
有
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

新
し
い
生
命
の
誕
生
を
町
民
の

皆
さ
ま
と
祝
う
と
と
も
に
、
暖
か

く
見
つ
め
支
え
合
う
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
育
て
て
い
く
た
め
、
健

や
か
な
成
長
に
願
い
を
込
め
た

「
君
の
椅
子
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、

「
祝
っ
ち
ゃ
る
会
」
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
引
き
続
き
参
加
し
て
い

き
ま
す
。

●
高
齢
者
支
援

　

町
民
の
２
人
に
１
人
が
65
歳
以

上
と
い
う
超
高
齢
化
社
会
が
進
む

な
か
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
健
康
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
第
８
期
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」（
令

和
３
年
度
〜
令
和
５
年
度
）
に
基

づ
き
、
事
業
の
推
進
と
適
正
な
保

険
給
付
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

す
べ
て
の
高
齢
者
が
自
分
ら
し

く
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
続
け

る
た
め
に
、
健
康
づ
く
り
と
フ
レ

イ
ル
予
防
、
集
い
場
等
の
介
護
予

防
、
認
知
症
施
策
な
ど
各
種
の
高

齢
者
支
援
施
策
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
分
野
を
は
じ
め
と

す
る
福
祉
人
材
の
確
実
な
確
保
を

図
る
た
め
、「
外
国
人
介
護
福
祉

人
材
育
成
支
援
事
業
」
に
取
り
組

む
ほ
か
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の
老

朽
化
対
策
と
し
て
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
大
規
模
改
修
事
業
費

を
補
助
し
、
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
障
が
い
者
支
援

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
必

要
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
相
談
体

制
や
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
が
必

要
で
あ
り
、
共
に
生
活
す
る
地
域

住
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
視
点
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
「
第
２
次
障
が
い
者
基
本
計
画
」

（
平
成
27
年
度
〜
令
和
５
年
度
）

及
び
「
第
６
期
障
が
い
福
祉
計
画
・

第
２
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
」（
令

和
３
年
度
〜
令
和
５
年
度
）
は
、

こ
う
し
た
視
点
に
立
ち
、
障
が
い

者
が
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
資
源
を

有
効
に
活
用
し
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
地
域
生
活
支
援
事

業
の
充
実
、
共
生
型
交
流
館
を
活

用
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

の
提
供
、
社
会
参
加
の
促
進
に
向

け
た
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す
障
が
い
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
需
要
と
多

様
化
が
見
込
ま
れ
、
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
利
用
者
本
位
の
質
の
高
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
よ
り
複

雑
で
新
た
な
障
害
福
祉
政
策
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
構
成
町
４
町

に
よ
る
上
川
中
部
福
祉
事
務
組
合

の
設
立
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
適

切
な
利
用
や
相
談
支
援
体
制
の
充

実
を
図
り
、
障
が
い
者
福
祉
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
地
域
福
祉

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進

行
、
個
人
の
価
値
観
の
多
様
化
な



ど
に
よ
り
、
家
族
や
地
域
の
支
え

合
う
機
能
の
低
下
や
、
社
会
的
な

つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
進
ん
で
お

り
、
地
域
社
会
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
地

域
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て

日
常
生
活
を
営
み
、
そ
し
て
社
会
、

経
済
、
文
化
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
機
会
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

住
民
、
社
会
福
祉
関
係
者
等
が
相

互
に
協
力
し
て
地
域
福
祉
の
推
進

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
を

は
じ
め
、
社
会
福
祉
法
人
等
の
関

係
団
体
や
各
地
域
の
自
主
的
な
福

祉
活
動
の
活
性
化
を
促
進
し
な
が

ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
自
立
し
た
生
活
を
継
続
で
き
る

よ
う
、
共
に
助
け
あ
い
思
い
や
り

を
感
じ
る
地
域
社
会
の
構
築
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

▽
安
全
・
安
心
で
快
適
な
愛
別

●
消
防
・
防
災

　

消
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域

住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を

守
る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
、
消
防
署
や

消
防
団
の
施
設
・
設
備
の
老
朽
化

等
に
対
応
し
た
計
画
的
な
更
新
や

高
度
化
を
は
じ
め
、
消
防
団
員
の

確
保
や
消
防
職
員
・
消
防
団
員
の

知
識
・
技
能
の
向
上
等
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

防
災
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
気

象
台
等
か
ら
の
情
報
を
参
考
に
、

町
内
で
災
害
等
が
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
情
報

端
末
機
器
の
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
等
に
よ
り
迅
速
に
情
報
伝
達

を
行
う
と
と
も
に
、
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
、
生
命
、
身
体
及
び

財
産
の
保
護
に
引
き
続
き
努
め
て

い
き
ま
す
。

●
交
通
安
全
・
防
犯

　

交
通
安
全
に
つ
き
ま
し
て
は
、

警
察
や
交
通
安
全
推
進
協
議
会
等

と
連
携
し
、
交
通
安
全
教
育
を
は

じ
め
、
啓
発
活
動
の
推
進
に
努
め

て
お
り
ま
す
が
、
交
通
事
故
は
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢

者
や
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
交
通

安
全
や
飲
酒
運
転
根
絶
の
意
識
啓

発
活
動
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

防
犯
に
つ
き
ま
し
て
も
、
警
察

や
防
犯
協
会
等
と
連
携
し
、
引
き

続
き
啓
発
活
動
の
推
進
や
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
活
動
の
促
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

●
環
境
・
景
観
・
霊
園

　

廃
棄
物
の
適
正
処
理
や
住
生
活

に
係
る
環
境
整
備
は
、
快
適
に
生

活
す
る
た
め
の
社
会
基
盤
で
す
。

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
公
共
施
設
に
お

け
る
花
壇
整
備
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

写
真
の
募
集
・
紹
介
等
に
よ
り
、

や
す
ら
ぎ
を
実
感
で
き
る
景
観
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

廃
棄
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
も
と
、
正
し
い
分
別
に
よ
る
適

正
な
処
理
を
、
愛
別
町
外
３
町
塵

芥
処
理
組
合
と
連
携
し
、
収
集
・

処
理
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

繊
維
リ
サ
イ
ク
ル
、
小
型
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
等
を
は
じ
め
と
し
た

「
ご
み
を
減
ら
す
・
再
使
用
す
る
・

再
資
源
化
す
る
」
の
３
Ｒ
運
動
を

促
進
し
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な

い
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

霊
園
及
び
火
葬
場
に
つ
き
ま
し

て
は
、
敷
地
及
び
施
設
の
適
正
な

管
理
を
行
い
、
火
葬
場
の
建
替
え

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

●
上
・
下
水
道

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
安
全
で
お
い
し
い
水
を
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
供
給
す
る
」

を
念
頭
に
、
水
需
要
に
対
す
る
水

源
の
確
保
、
供
給
さ
れ
る
水
の
安

全
性
の
確
保
な
ど
を
重
点
課
題
と

し
て
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
年
次
計
画
に
よ
り
、
計

量
法
に
基
づ
く
メ
ー
タ
ー
器
の
取

り
替
え
や
、
有
収
率
の
向
上
を
図

る
た
め
、
引
き
続
き
漏
水
調
査
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
下
水
道
の
事
業
認
可

区
域
に
お
け
る
水
洗
化
率
は
約
94

％
で
あ
り
、
快
適
な
生
活
環
境
と

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
図
る

た
め
に
、
生
活
排
水
対
策
の
基
本

的
な
施
設
整
備
と
維
持
管
理
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
終
末
処
理
場
の
施
設
更

新
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る
た
め
、

「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

（
令
和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）

に
基
づ
き
、
終
末
処
理
場
の
水
処

理
施
設
及
び
自
家
発
電
設
備
の
更

新
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

下
水
道
を
整
備
し
て
い
な
い
地

域
で
は
、
生
活
雑
排
水
に
よ
る
公

共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す

る
た
め
、「
愛
別
町
生
活
排
水
処



理
基
本
計
画
」（
令
和
４
年
度
〜

令
和
13
年
度
）
に
基
づ
き
、
国
の

交
付
金
制
度
を
活
用
し
、
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
を
進
め
、
環
境
保

全
と
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
、

水
環
境
の
改
善
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

●
公
園
・
緑
地

　

町
民
の
憩
い
・
交
流
の
場
と
し

て
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

向
け
、
地
域
や
管
理
事
業
者
等
と

協
働
し
、
維
持
管
理
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

▽
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
愛
別

●
農
業

　

令
和
３
年
産
の
作
柄
は
、
夏
季

の
記
録
的
な
猛
暑
に
よ
っ
て
、
米

で
は
全
道
・
上
川
管
内
の
作
況
指

数
１
０
８
の
「
良
」
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
一
方
で
、
干
ば
つ
に

よ
る
畑
作
物
の
生
育
不
良
が
目
立

ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
農
畜
産

物
の
価
格
が
大
き
く
低
迷
し
ま
し

た
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
は
、国
の
「
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」
の

見
直
し
に
よ
り
、
農
業
経
営
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
想
定

さ
れ
、
農
業
再
生
協
議
会
を
中
心

に
、
農
業
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
需
給
に
応
じ
た
作

付
け
体
系
の
確
立
と
、
良
質
米
栽

培
基
準
の
励
行
に
よ
る
栽
培
管
理

を
徹
底
し
、
愛
別
町
米
麦
生
産
振

興
協
議
会
と
連
携
し
、「
良
質
米

生
産
対
策
事
業
」、「
良
質
米
生
産

振
興
事
業
」
と
し
て
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、「
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
制
度
」、「
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
」、「
環
境
保
全
型

農
業
直
接
支
払
交
付
金
制
度
」
の

日
本
型
直
接
支
払
に
つ
き
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
支
援
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

農
地
の
移
動
に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
地
区
に
お
い
て
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
を
更
新
し
、
農
地
中

間
管
理
機
構
の
活
用
に
よ
り
、
担

い
手
へ
の
更
な
る
農
地
の
集
積
・

集
約
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

担
い
手
の
経
営
面
積
の
拡
大
と

と
も
に
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
、

作
業
効
率
の
向
上
を
図
る
必
要
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
動
操
舵
シ

ス
テ
ム
や
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
な
ど

を
活
用
し
て
い
く
「
ス
マ
ー
ト
農

業
」
や
育
苗
ハ
ウ
ス
等
の
確
保
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

き
の
こ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

町
の
一
大
産
業
と
し
て
今
日
を
築

い
て
お
り
、
雇
用
の
場
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
も
、
施
設
改
修
が
必

要
な
事
業
者
に
対
し
て
、
引
き
続

き
改
修
費
用
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　

畜
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
豚
熱

や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
全
国

的
に
流
行
し
て
お
り
、
防
疫
体
制

の
整
備
や
、
家
畜
伝
染
病
発
生
の

予
防
及
び
蔓
延
防
止
の
た
め
、
愛

別
町
家
畜
伝
染
病
自
衛
防
疫
組
合

を
中
心
と
し
た
損
耗
防
止
の
取
り

組
み
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
産
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
開
発
し
て
き
ま
し
た

ビ
ー
ツ
の
加
工
品
の
販
路
拡
大
の

た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
を

活
用
し
、
所
得
の
拡
大
に
向
け
た

活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
愛

別
町
の
農
業
を
知
っ
て
い
た
だ
く

よ
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

イ
ベ
ン
ト
・
農
業
体
験
に
つ
い
て

も
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

●
農
地
整
備

（
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
）

　

農
業
生
産
の
基
盤
と
な
る
農
地

に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
田
の
大

区
画
化
と
透
排
水
性
の
改
善
と
し

て
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
愛
別
地

区
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事

業
」
に
よ
る
ほ
場
整
備
工
事
に
着

手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

工
事
開
始
６
年
目
を
迎
え
、
字

愛
別
地
区
・
中
央
地
区
の
93
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
面
整
備
と
字
愛
別
地

区
、
豊
里
・
中
央
地
区
、
愛
山
地

区
の
延
長
４
．
８
㎞
の
幹
線
・
支

線
用
水
路
の
工
事
が
実
施
さ
れ
、

未
着
工
だ
っ
た
愛
山
地
区
で
の
工

事
も
始
ま
り
ま
す
の
で
、
す
べ
て

の
地
域
で
工
事
が
着
工
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
字
愛
別
地
区
、
愛
山
地

区
の
95
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
詳
細
設
計

業
務
と
愛
別
川
水
系
の
確
定
測
量

業
務
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

整
備
工
事
後
の
ほ
場
で
は
、
収

穫
量
や
低
タ
ン
パ
ク
値
の
主
食

用
米
が
増
加
す
る
等
の
品
質
向
上

や
「
飼
料
用
米
収
量
日
本
一
コ
ン

テ
ス
ト
」
に
お
い
て
、「
農
林
水

産
大
臣
賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
の

結
果
が
表
れ
て
お
り
、
引
き
続
き

整
備
工
事
の
早
期
完
了
と
農
作
物

の
効
率
化
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減

等
の
事
業
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ

う
、
農
業
者
・
関
係
機
関
・
団
体

と
協
力
し
て
事
業
の
推
進
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

●
林
業

　

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く

の
恵
み
を
受
け
て
お
り
ま
す
山

林
を
適
正
に
管
理
し
、
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
を
活
用
し
、
計
画
的
な
森
林
整

備
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
有
林
に
つ
き
ま
し
て
は
、
収

穫
適
齢
期
を
迎
え
る
森
林
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
調
査
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

民
有
林
に
つ
き
ま
し
て
は
、
森

林
整
備
を
担
う
事
業
体
の
育
成

に
、
適
切
な
指
導
・
管
理
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
き
ま
し
て



は
、
猟
友
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
駆
除
等
の
対
策
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
高
齢
化
等

に
よ
り
会
員
の
負
担
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
新
た

に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
た
め
の

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

●
商
工
業

　

商
工
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
飲

食
・
宿
泊
業
を
中
心
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
人
流
の
抑
制
、
酒
類
の
提

供
自
粛
や
時
間
短
縮
営
業
に
よ
っ

て
、
経
営
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

も
難
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
の
制
度
等
を
活
用
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
支
援
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
意
欲
あ
る
事
業
所
や

小
売
店
な
ど
が
自
ら
の
施
設
を
改

修
す
る
な
ど
し
て
、
商
工
業
の
振

興
を
構
築
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
そ
の
費
用
の
一
部
助
成
事
業

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
く
ら
し
応
援
券
」
に

つ
き
ま
し
て
も
、
消
費
購
買
力
の

向
上
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

●
観
光

　

観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
人
流
の
抑
制
、
イ
ベ
ン
ト

等
の
中
止
に
よ
り
、
当
町
を
訪
れ

る
観
光
客
等
は
大
き
く
減
少
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
き
の
こ
の
里

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国

的
に
密
接
・
密
集
・
密
閉
を
避
け

た
屋
外
で
の
活
動
の
人
気
が
高

ま
っ
て
お
り
、
利
用
者
の
増
加
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
も
施
設
の
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
大
雪
カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ラ

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
、
特
色
あ
る
滞

在
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
な
ど
多

彩
な
事
業
を
展
開
し
、
魅
力
あ
る

観
光
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　
「
き
の
こ
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
一
昨
年

は
中
止
、
昨
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

毎
年
多
く
の
方
々
に
来
町
い
た
だ

い
て
い
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

●
労
働

　

労
働
に
つ
き
ま
し
て
は
、
雇
用

を
確
保
す
る
た
め
、
雇
用
者
を
増

加
さ
せ
た
事
業
所
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、「
が
ん
ば
る
会
社
応
援

交
付
金
」
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
首
都
圏
か
ら
の
移
住
者

が
企
業
に
就
職
し
た
場
合
や
新
た

な
事
業
を
起
こ
し
た
場
合
に
対
す

る
支
援
と
し
て
、「
移
住
就
業
・

起
業
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

▽
明
日
へ
の
基
盤
が
整
っ
た
愛
別

●
土
地
利
用

　

将
来
に
わ
た
り
適
正
か
つ
効
率

的
な
土
地
利
用
を
促
進
す
る
た

め
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に

基
づ
く
適
正
な
土
地
利
用
を
図

り
、
優
良
農
地
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備

事
業
の
実
施
を
は
じ
め
と
す
る
生

産
基
盤
の
整
備
な
ど
、
農
業
経
営

の
安
定
的
発
展
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
街
地
に
つ
き
ま
し
て

は
、
過
疎
化
に
よ
る
空
き
地
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
未
利
用
地
の
有

効
活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
道
路
・
公
共
交
通

　

道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
誰

も
が
安
全
で
、
安
心
し
て
利
用
で

き
る
道
路
環
境
の
整
備
」
を
基
本

に
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
、
障

が
い
の
あ
る
方
た
ち
が
、
安
心
し

て
通
行
で
き
る
道
づ
く
り
を
進

め
、
今
年
度
は
、
町
単
独
事
業
と

し
て
愛
山
地
区
道
路
の
一
部
舗
装

工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
人
と
車
が
い
つ
で
も
安

全
に
通
行
で
き
る
よ
う
日
常
的
に

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
道
路

施
設
の
点
検
・
維
持
補
修
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」

（
令
和
２
年
度
〜
令
和
11
年
度
）

に
基
づ
き
、
大
黒
橋
及
び
岩
音
橋

の
修
繕
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
ト
ン
ネ
ル
長
寿
命
化
修
繕
計

画
」（
令
和
３
年
度
〜
令
和
12
年

度
）
に
基
づ
き
、
小
春
ト
ン
ネ
ル

内
の
照
明
修
繕
工
事
に
着
手
し
、

公
共
土
木
施
設
の
計
画
的
な
維
持

管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

冬
期
間
の
除
排
雪
に
つ
き
ま
し

て
は
、
安
全
で
安
心
な
冬
道
対
策

と
し
て
受
託
業
者
と
と
も
に
、
万

全
な
除
雪
体
制
に
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
で
迅
速
な
除
雪
作
業
を
進

め
、
除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
冬
の
生
活
支
援

と
し
て
、
愛
別
町
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
て
、
除
雪
弱
者
で
あ

る
高
齢
者
や
、
障
が
い
の
あ
る
方

た
ち
な
ど
の
住
宅
の
間
口
除
雪
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。



　

本
町
通
り
の
排
雪
に
つ
き
ま
し

て
は
、
通
院
、
通
学
、
買
物
客
の

安
全
な
通
行
の
確
保
を
目
的
に
、

北
海
道
及
び
本
町
通
り
排
雪
組
合

と
協
力
し
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

河
川
に
つ
き
ま
し
て
は
、
河
川

の
防
災
・
減
災
の
観
点
か
ら
、
河

川
の
浚
渫
事
業
を
昨
年
度
に
引
き

続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
今
年

度
も
、
関
係
す
る
地
区
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

北
海
道
の
委
託
事
業
で
あ
り
ま
す

河
川
維
持
業
務
に
よ
り
愛
別
川
築

堤
の
草
刈
り
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
き
ま
し
て

は
、
関
係
機
関
や
交
通
事
業
者
と

と
も
に
地
域
公
共
交
通
会
議
に
よ

り
情
報
共
有
を
図
り
、
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
利
便
性
向
上
に
努
め
る
ほ

か
、
よ
り
よ
い
公
共
交
通
体
系
の

実
現
に
向
け
て
、
地
域
公
共
交
通

の
存
続
・
発
展
を
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

●
情
報
化
と
技
術
革
新

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
等
の
普
及
を
は
じ
め
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
の
サ
ー
ビ
ス
や
ク
ラ
ウ

ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
利

用
拡
大
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
に

も
対
応
す
る
た
め
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
を
推
進
し
、
Ｆ
Ｍ
告
知
端
末

器
を
利
用
し
た
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
り
、
行
政
・
防
災
情

報
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
が

必
要
と
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す

く
多
重
的
に
提
供
し
て
い
き
ま

す
。

　

技
術
革
新
に
つ
き
ま
し
て
は
、

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
導
入
を
は
じ
め
、

新
た
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
、
当

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
未
来

技
術
の
利
活
用
の
可
能
性
に
つ
い

て
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
住
宅
、
定
住
・
移
住
対
策

　

住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
愛

別
町
住
生
活
基
本
計
画
」（
令
和

３
年
度
〜
令
和
12
年
度
）
に
基
づ

き
、
住
宅
の
質
や
住
環
境
の
向
上

は
も
と
よ
り
、
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
た
住
環
境
の
整
備
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　

公
営
住
宅
等
の
維
持
管
理
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
愛
別
町
公
営
住

宅
等
長
寿
命
化
計
画
」（
令
和
３

年
度
〜
令
和
12
年
度
）
に
基
づ
き
、

快
適
な
住
居
水
準
の
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

公
営
住
宅
等
ス
ト
ッ
ク
総
合
改

善
整
備
事
業
と
し
て
、
金
富
団
地

11
号
棟
及
び
ひ
が
し
の
団
地
の
屋

根
・
外
壁
塗
装
等
の
改
修
工
事
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
民
間
住
宅
助
成
事

業
」
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
導
入
に
対
す
る
補
助
や
、
耐

震
診
断
・
改
修
工
事
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
の
「
国
土
強
靱
化
計
画

２
０
１
９
」
に
基
づ
き
、
引
き
続

き
助
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

定
住
・
移
住
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
等
に
伴
い
、
愛
別
町
内

に
お
い
て
も
空
き
家
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
空
き
家
条
例
及
び
空
き

家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
危
険

を
伴
う
空
き
家
等
に
は
、
そ
の
対

応
・
対
策
を
促
し
、
居
住
可
能
な

空
き
家
等
に
は
、
有
効
活
用
を
視

野
に
入
れ
た
改
修
の
支
援
等
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

積
極
的
に
活
用
し
、
そ
の
定
住
・

定
着
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
振
興

に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

▽
力
を
合
わ
せ
て
つ
く
る
愛
別

●
地
域
間
交
流

　

地
域
間
の
交
流
は
、
自
ら
の
地

域
の
特
性
や
課
題
の
再
発
見
、
郷

土
を
愛
す
る
心
の
醸
成
を
は
じ

め
、
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
重
要

な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　

愛
の
ま
ち
交
流
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等

の
影
響
に
よ
り
、
難
し
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
将
来
に
向
け
た

情
報
交
流
を
よ
り
深
め
、
心
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
で
き
る
よ

う
、
積
極
的
に
交
流
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
愛
別
の
応
援

組
織
で
あ
る
「
あ
さ
ひ
か
わ
愛
別

会
」
を
は
じ
め
、「
札
幌
ふ
る
さ

と
愛
別
会
」
や
「
と
う
き
ょ
う
愛

別
会
」
で
は
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や

定
期
購
入
な
ど
様
々
な
形
で
応
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
さ
ら
な
る

応
援
の
輪
が
広
が
る
よ
う
に
、
引

き
続
き
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
情
報
提
供

と
町
政
へ
の
ご
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
職
員
が
地
域
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
く
、「
地
域
の

こ
と
を
学
び
隊
（
地
域
担
当
制
）」

に
つ
き
ま
し
て
、
地
域
と
行
政
が

と
も
に
考
え
行
動
す
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
基
に
、
地
域
の
皆
さ

ま
と
一
体
と
な
り
課
題
解
決
が
で

き
る
よ
う
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
、



ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
活
性
化
に

向
け
た
自
発
的
・
主
体
的
に
取
り

組
む
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

●
町
民
参
画
・
協
働

　

く
ら
し
に
身
近
な
話
題
や
町
の

施
策
に
つ
い
て
分
り
や
す
く
説
明

を
行
う
「
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
時
代
に
合
わ

せ
た
講
座
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
の
現
状
・
課

題
の
把
握
や
、
課
題
解
決
に
向
け

て
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
自
発
的
な
学
習

や
視
察
等
の
研
修
を
は
じ
め
、
記

念
事
業
や
関
係
団
体
等
と
の
連
携

に
よ
る
地
域
協
働
事
業
に
対
し
、

引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

広
報
・
広
聴
機
能
の
強
化
と
し

て
、
広
報
紙
の
内
容
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
Ｆ
Ｍ
告
知
端
末

器
を
利
用
し
た
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
は
じ
め
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ラ
イ
ン

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
時
代

に
あ
っ
た
配
布
方
法
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
別
町
の
魅
力
を
町
内

外
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
映
像
や
、
旭

川
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ポ
テ
ト
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
活
用
し
た
自
主
番
組
の

「
愛
別
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
に
よ
る
文

字
放
送
を
は
じ
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
町
内
行
事
の
動
画
な
ど
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

●
行
財
政

　

新
た
な
時
代
に
対
応
で
き
る
簡

素
で
効
率
的
な
行
財
政
体
制
の
確

立
に
向
け
、
地
域
や
社
会
情
勢
を

見
な
が
ら
新
た
な
事
業
展
開
や
事

業
の
見
直
し
な
ど
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

町
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
推

進
の
た
め
に
は
、
多
様
化
・
高

度
化
す
る
行
政
課
題
に
的
確
か
つ

迅
速
に
対
応
で
き
る
能
力
、
柔
軟

な
発
想
と
創
造
力
形
成
を
図
る
た

め
、
専
門
研
修
や
政
策
能
力
を
高

め
る
た
め
の
研
修
の
充
実
を
図

り
、
効
果
的
な
人
材
育
成
に
努
め
、

信
頼
さ
れ
る
行
政
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　

財
政
運
営
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
経
費
全
般
の
徹
底
的
な
見

直
し
及
び
節
減
・
合
理
化
を
は
じ

め
、
課
税
対
象
の
的
確
な
把
握
や
、

受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
く
使

用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
を
実
施

し
、
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
保
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
等

活
用
し
た
応
援
寄
附
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
返
礼
品
の
見
直
し
や
拡

充
を
図
り
、
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
情
報
発
信
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
寄
附
金
額
の
拡

大
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

収
納
率
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
納
付
意
識

が
高
く
、
高
い
収
納
率
を
維
持
し

て
お
り
、
新
た
な
滞
納
者
を
生
ま

な
い
よ
う
滞
納
が
少
額
の
う
ち
に

臨
戸
徴
収
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
納
付
に
誠
意
の
見
ら
れ
な
い

方
に
は
、
財
産
調
査
に
よ
り
差
押

え
等
の
滞
納
処
分
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
単
独
で
は
処
理
困

難
な
滞
納
事
案
は
、「
上
川
広
域

滞
納
整
理
機
構
」
と
連
携
し
、
滞

納
額
の
縮
減
を
図
り
、
徴
収
に
万

全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
効
果
的
且
つ
効
率
的

な
予
算
執
行
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
限
ら
れ
た
予
算
で
大
き
な
効

果
を
発
揮
す
る
た
め
、
行
政
評
価

に
よ
る
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行

い
な
が
ら
、
住
民
福
祉
の
向
上
や

適
正
な
予
算
執
行
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

●
教
育

　

本
年
度
か
ら
新
た
に
開
始
す
る

学
校
給
食
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま

し
て
は
、
よ
り
よ
い
事
業
と
な
る

よ
う
に
、
教
育
委
員
会
や
小
・
中

学
校
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
保
護
者

の
方
が
安
心
し
て
お
子
さ
ん
を
預

け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
る
と
と
も

に
、
保
育
・
教
育
と
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
よ

い
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
行
政
と
連
携
を
図
る
た

め
、
愛
別
町
総
合
教
育
会
議
を
設

置
し
、
教
育
委
員
会
と
協
議
す
る

場
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
教

育
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
教
育

委
員
会
と
と
も
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生

涯
を
通
じ
て
健
や
か
に
学
び
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
や

機
会
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
住
民
相
互
の
絆
づ
く
り
や
人

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
一
助
と

な
る
よ
う
に
、
学
習
環
境
の
充
実

や
教
育
関
係
施
設
の
整
備
に
努
め

て
い
き
ま
す
。



　

今
日
の
社
会
は
、
少
子
高
齢
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化
の
急
速

な
進
行
に
よ
り
教
育
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
私
た
ち

の
生
活
様
式
や
社
会
情
勢
な
ど
が

大
き
く
変
容
し
、
当
町
に
お
き
ま

し
て
は
、
感
染
拡
大
リ
ス
ク
に
適

切
に
対
応
し
な
が
ら
教
育
活
動
等

を
継
続
し
、
生
涯
に
わ
た
る
学
び

の
機
会
の
保
障
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
次
代
を
担

う
当
町
の
子
ど
も
た
ち
に
、
社
会

の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
し
な
が

ら
未
来
を
切
り
拓
き
新
た
な
社
会

を
創
造
し
て
い
く
た
め
の
力
を
育

み
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
学
び
続
け
、
健
康
で
生

き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
人
生
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
、
教
育
の
果
た
す
役

割
は
一
層
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、「
第
３
期
教
育

振
興
基
本
計
画
」
の
も
と
、
教
育

振
興
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
・

計
画
的
な
推
進
を
図
る
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
教
育
委
員
会
で

は
、「
北
海
道
教
育
推
進
計
画
」

の
も
と
、「
自
立
」
と
「
共
生
」

の
二
つ
の
基
本
理
念
の
実
現
に
向

け
て
、
具
体
的
な
教
育
施
策
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
別
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ

の
よ
う
な
国
や
道
の
動
向
を
踏
ま

え
て
、「
愛
別
町
教
育
振
興
基
本

計
画
」（
令
和
２
年
度
〜
令
和
６

年
度
）
を
も
と
に
、「
第
11
次
愛

別
町
振
興
計
画
」（
令
和
２
年
度

〜
令
和
11
年
度
）
に
掲
げ
る
将
来

像
「
子
ど
も
の
笑
顔
か
が
や
く
恵

み
の
大
地
あ
い
べ
つ
」
の
実
現
を

目
指
し
、「
人
と
文
化
が
輝
く
愛

別
」
を
、
教
育
・
文
化
分
野
に
お

け
る
基
本
目
標
と
し
、
町
長
部
局

と
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る

教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

●
幼
児
教
育
と
子
育
て
支
援

の
推
進

　

幼
児
期
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人

格
形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
時

期
で
あ
り
、
生
活
や
学
び
の
基
礎

を
培
う
大
切
な
時
期
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
幼
児
教
育
の
質
の
向
上

と
子
育
て
支
援
の
充
実
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
推
進
に
は
、
当
町
で
開
園

さ
れ
る
認
定
子
ど
も
園
の
運
営

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
推
進
の
主
な
施
策
に
つ
い
て

３
点
申
し
上
げ
ま
す
。

（
１
）
幼
児
教
育
の
充
実

　

幼
児
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
年
４
月
よ
り
開
園
す
る

愛
別
町
立
認
定
こ
ど
も
園
愛
別
町

幼
児
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
幼
保
一
元
化
の
取
り
組
み

を
引
き
継
ぎ
、
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
指
導
要
領

に
基
づ
い
て
「
知
・
徳
・
体
」
の

調
和
が
と
れ
た
健
や
か
で
情
操
豊

か
な
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
園
内
研
修
や
各
種
研
修

会
へ
の
参
加
等
を
通
し
て
、
職

員
の
資
質
と
指
導
力
の
向
上
を
図

り
、
質
の
高
い
教
育
・
保
育
の
推

進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
・
中
学
生
や
お
年

寄
り
と
の
異
年
齢
交
流
事
業
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
幼
・
小
連
携

研
修
会
や
交
流
事
業
、
接
続
期
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
活
用
な
ど
を
行
い

小
学
校
と
の
円
滑
な
接
続
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

（
２
）
子
育
て
支
援
の
充
実

　

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
き
ま

し
て
は
、
認
定
こ
ど
も
園
に
お

け
る
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
教
育
的
保
育
支
援
と
し
て
、
悩

み
の
聞
き
取
り
や
医
療
機
関
へ
の

同
行
な
ど
保
護
者
の
不
安
軽
減
に

向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
、
保

護
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
個
々
に

対
応
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
子
育
て
を
経
済
的
に
支

援
す
る
観
点
か
ら
、
認
定
こ
ど
も

園
に
お
い
て
も
保
育
料
と
給
食
費

等
の
無
償
化
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
安
全
・
安
心
な
給
食
の
提
供

に
努
め
、
保
護
者
の
就
労
に
配
慮

し
た
保
育
環
境
を
充
実
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
で
あ
っ
た
業

務
を
引
き
継
ぎ
、
保
健
福
祉
部
局

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
同
年
代
の
子
ど
も
を
持
つ

家
庭
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の

支
援
や
相
談
事
業
、
交
流
事
業
な

ど
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
認
定
こ
ど
も
園
の
安
全
・

安
心
・
安
定
し
た
運
営

　

認
定
こ
ど
も
園
の
運
営
に
つ
き

ま
し
て
は
、
開
園
の
利
点
を
生
か

し
な
が
ら
、
職
員
の
協
働
意
識
の

醸
成
を
進
め
、
幼
児
や
保
護
者
に

と
っ
て
利
用
し
や
す
い
安
全
で
魅

力
あ
る
保
育
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
引
き
続
き
２
名
配
置
し
、
困
り

感
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に

き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
な
ど
、

ど
の
子
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る

体
制
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
行
政

　
　

執
行
方
針



　

さ
ら
に
、
保
育
教
諭
の
配
置
が

一
定
数
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
後
も
よ
り
安
定
し
た
運
営

を
進
め
る
た
め
に
、
免
許
取
得
支

援
事
業
を
活
用
す
る
な
ど
、
保
育

教
諭
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

●
学
校
教
育
の
推
進

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の

能
力
を
身
に
付
け
、
自
立
し
た

人
間
と
し
て
成
長
し
て
い
く
た
め

に
、
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程

の
実
現
の
も
と
で
、
確
か
な
学
力
、

豊
か
な
人
間
性
、
健
康
・
体
力
を

育
み
、「
知
・
徳
・
体
」
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
資
質
・
能
力
の
育

成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

推
進
の
主
な
施
策
に
つ
い
て
７
点

申
し
上
げ
ま
す
。

（
１
）
確
か
な
学
力
の
育
成

　

確
か
な
学
力
の
育
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
を
実
現
す
る
授
業
実
践
と

学
習
習
慣
の
定
着
と
い
う
両
面
の

充
実
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

授
業
実
践
に
つ
き
ま
し
て
は
、

愛
別
町
教
育
研
究
会
等
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
効

果
的
な
活
用
や
「
愛
別
風
授
業
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
共
有
、
学
習
規

律
の
系
統
化
な
ど
の
授
業
改
善
を

組
織
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
指
導
方
法
工
夫
改
善
の

た
め
の
加
配
教
員
や
特
別
支
援

教
育
支
援
員
等
を
活
用
し
て
、
少

人
数
指
導
や
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
の
充
実
を
図
り
、
個
々
に
対

応
し
た
効
果
的
な
指
導
や
き
め
細

か
な
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

学
習
習
慣
の
定
着
に
つ
き
ま
し

て
は
、
主
体
的
な
学
習
へ
の
助
長

や
学
習
習
慣
の
形
成
、
学
び
直
し

の
た
め
に
、
放
課
後
と
長
期
休
業

中
の
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
く
ほ

か
、
家
庭
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

学
習
の
手
引
き
を
活
用
し
た
家
庭

学
習
の
習
慣
化
や
規
則
正
し
い
生

活
習
慣
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
を
対
象
に
、「
愛

別
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゼ
ミ
」
を
民
間
学

習
塾
の
協
力
を
得
な
が
ら
学
校
と

連
携
し
て
実
施
し
、
新
た
な
教
育

環
境
の
中
か
ら
学
び
の
ヒ
ン
ト
が

実
感
で
き
る
よ
う
、
学
習
習
慣
の

形
成
や
自
主
的
学
習
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
２
）
豊
か
な
人
間
性
の
育
成

　

豊
か
な
人
間
性
の
育
成
に
つ
き

ま
し
て
は
、
道
徳
教
育
を
中
核
に

し
な
が
ら
、
自
他
の
生
命
を
尊
重

し
、
自
ら
を
律
し
つ
つ
、
他
人
と

共
に
協
調
し
、
他
人
を
思
い
や
る

心
や
感
動
す
る
心
な
ど
を
育
む
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

道
徳
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

道
徳
科
の
時
間
を
要
と
し
て
多
様

な
教
育
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、

学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て

道
徳
性
を
養
う
指
導
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
特
に
道
徳
科
で
は
、

問
題
解
決
的
な
学
習
や
体
験
的
な

学
習
を
適
切
に
取
り
入
れ
る
な

ど
、
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

生
徒
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
問
題
行

動
に
つ
い
て
、
ど
の
学
校
で
も
、

ど
の
子
に
も
起
こ
り
得
る
と
い
う

危
機
感
を
共
有
し
、
特
に
い
じ
め

に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
間
と
し
て

絶
対
に
許
さ
れ
な
い
と
い
う
強
い

認
識
に
立
ち
、
児
童
生
徒
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
し
た
生
徒
指
導
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
間
連
携
等
を
生
か

し
た
い
じ
め
撲
滅
に
向
け
た
活
動

へ
の
支
援
や
中
学
校
に
お
け
る
心

と
命
の
授
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

活
用
す
る
な
ど
の
教
育
相
談
体
制

の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

読
書
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
学
校
に
お
け
る
朝
読
書
の
継
続

や
自
動
車
文
庫
ａ
ｉ
‐
ａ
ｉ
（
あ

い
あ
い
）
の
活
用
、
道
立
図
書
館

の
支
援
を
受
け
て
実
施
す
る
学
校

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

な
ど
、
図
書
に
親
し
む
機
会
の
充

実
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な

感
性
と
創
造
性
を
高
め
て
い
き
ま

す
。

（
３
）
健
康
・
体
力
の
育
成

　

健
康
・
体
力
の
育
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、
日
常
的
に
運
動
に
親
し

む
習
慣
や
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と

か
ら
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
体
力

の
向
上
を
目
指
し
、
体
育
科
の
授

業
の
工
夫
・
改
善
や
体
育
行
事
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
異
年

齢
の
児
童
生
徒
が
一
緒
に
行
う
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
や
部
活
動
な

ど
、
運
動
に
親
し
む
機
会
を
確
保

し
、
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

食
に
関
す
る
指
導
に
つ
き
ま
し

て
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
開
始
す

る
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
事
業
を
有
効

に
活
用
し
、
地
域
の
食
文
化
の
理

解
を
深
め
、
正
し
い
食
生
活
の
実

践
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ス
ク
ー

ル
ラ
ン
チ
で
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
昼
食
を
希
望
す
る
児
童

生
徒
全
員
が
喫
食
し
、
外
部
講
師

を
活
用
し
た
食
育
の
授
業
を
実
施

す
る
な
ど
、
そ
の
よ
さ
を
生
か
し

安
全
・
安
心
の
運
営
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

（
４
）
学
び
を
つ
な
ぎ
、
学
び
を

支
え
る
取
り
組
み
の
推
進

　

複
雑
・
多
様
化
す
る
教
育
に
対

し
て
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
・

関
係
機
関
等
が
一
体
と
な
っ
て
、

学
び
を
つ
な
ぎ
、
学
び
を
支
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。



　

学
校
間
連
携
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
愛
別
町
学
校
間
連
携
プ
ラ

ン
新
愛
×
愛
プ
ラ
ン
」
を
基
に
、

当
町
の
特
性
を
生
か
し
た
認
定
こ

ど
も
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高

等
支
援
学
校
に
お
け
る
確
か
な
連

携
と
円
滑
な
接
続
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
特
に
義
務
教
育
に
つ
き

ま
し
て
は
、
９
年
間
を
見
通
し
た

系
統
的
な
教
育
活
動
や
円
滑
な
接

続
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
特
に

義
務
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９

年
間
を
見
通
し
た
系
統
的
な
教
育

活
動
や
円
滑
な
接
続
を
目
指
す
取

り
組
み
を
推
進
し
、
連
携
を
強
化

し
な
が
ら
指
導
体
制
の
充
実
を
図

り
、
小
・
中
が
一
貫
し
た
教
育
の

実
践
と
研
究
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
つ

き
ま
し
て
は
、
新
た
に
認
定
こ
ど

も
園
を
加
え
て
、
学
校
運
営
協
議

会
と
地
域
学
校
協
働
本
部
が
活
動

の
両
輪
と
な
り
、
地
域
と
学
校
が

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
・
協
働

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
に
「
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
つ

き
ま
し
て
は
、
学
校
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
機
能
と
組
織
力
を
生
か
し
な

が
ら
学
校
運
営
の
充
実
・
改
善
を

図
り
、
学
校
力
の
向
上
に
努
め
て

い
く
と
と
も
に
、
教
職
員
一
人
ひ

と
り
が
使
命
感
や
倫
理
観
を
も
っ

て
職
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
北

海
道
教
育
委
員
会
か
ら
の
各
種
通

知
・
資
料
の
活
用
な
ど
を
通
し
て

教
職
員
の
服
務
規
律
の
保
持
に
努

め
て
い
き
ま
す
。　

　

教
職
員
の
研
修
に
つ
き
ま
し
て

は
、
教
育
課
題
に
対
応
す
る
専
門

性
や
実
践
的
指
導
力
を
高
め
る
研

修
を
推
進
し
、
指
導
力
向
上
や
小

中
一
貫
教
育
な
ど
の
今
日
的
課
題

に
対
応
す
る
た
め
の
研
究
会
・
研

修
会
や
先
進
地
視
察
研
修
に
対

し
て
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　

働
き
方
改
革
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
愛
別
町
立
学
校
に
お
け
る

働
き
方
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ

ン
（
第
２
期
）」
に
基
づ
き
、
教

職
員
の
意
識
改
革
、
学
校
全
体
で

の
業
務
改
善
、
保
護
者
や
地
域
住

民
の
理
解
を
進
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
地

域
と
の
連
携
等
を
活
用
し
な
が
ら

効
率
的
な
業
務
が
図
ら
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

児
童
生
徒
入
学
通
学
応
援
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
学
校
入
学

時
に
必
要
な
学
用
品
の
支
給
や
、

中
学
校
入
学
時
の
制
服
等
購
入
費

相
当
額
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
制
作

費
や
町
外
の
高
校
へ
通
学
す
る
た

め
の
交
通
費
相
当
額
に
つ
い
て
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
と
子
育
て
環

境
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
引
き

続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

留
守
家
庭
放
課
後
児
童
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
あ
い
べ
つ
学

童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
放
課
後
児
童

保
育
料
の
無
償
化
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
安
全
・
安
心
な
指
導
体

制
に
よ
る
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
に
つ
き
ま
し

て
も
、
希
望
者
全
員
の
無
償
化
を

実
施
し
、
家
庭
の
昼
食
準
備
の
負

担
軽
減
と
経
済
的
な
支
援
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

（
５
）
特
別
支
援
教
育
の
推
進

　

特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
特
別
な
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

指
導
や
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

個
々
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な

教
育
支
援
を
行
う
た
め
、
小
・
中

学
校
に
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を

複
数
名
配
置
し
、
教
育
環
境
や
指

導
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
教
育
・
福
祉
・
医
療
関

係
者
が
連
携
し
て
、
適
切
な
支
援

を
行
う
た
め
に
組
織
さ
れ
た
教
育

支
援
委
員
会
の
研
修
や
情
報
交
流

な
ど
の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　

北
海
道
美
深
高
等
養
護
学
校
あ

い
べ
つ
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ

い
べ
つ
校
の
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が

通
学
で
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
お
り
、
愛
別
行
き
バ
ス
と
の
接

続
が
困
難
な
路
線
が
あ
る
た
め
、

登
校
時
の
み
当
麻
町
か
ら
バ
ス
を

運
行
す
る
通
学
支
援
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
外
に
お
い
て
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
内
作
業
学
習
や

現
場
実
習
、
食
堂
サ
ー
ビ
ス
、
青

空
市
な
ど
の
学
習
活
動
や
啓
発
活

動
等
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
支
援

し
、
社
会
自
立
を
目
指
す
生
徒
の

育
成
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き

ま
す
。

（
６
）
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る

力
の
育
成

　

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
力
の

育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
次

の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
情

報
活
用
能
力
の
育
成
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
等
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

よ
る
児
童
生
徒
一
人
１
台
端
末
の

利
活
用
が
さ
ら
に
進
む
よ
う
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
と
教
職
員
の

実
践
研
修
を
進
め
、
個
別
最
適
な

学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
一
体
的

に
充
実
し
、
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業

改
善
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活

用
に
向
け
て
、「
学
習
者
用
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
実
証
事
業
」
に
参
加

し
、
そ
の
教
育
効
果
の
検
証
や
課

題
の
明
確
化
を
図
り
な
が
ら
本
格

導
入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い

く
と
と
も
に
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育

の
充
実
に
努
め
な
が
ら
、
一
人
１

台
端
末
を
家
庭
学
習
等
で
幅
広
く

活
用
で
き
る
よ
う
に
、
ル
ー
タ
ー

の
貸
し
出
し
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。



　

国
際
理
解
教
育
に
つ
き
ま
し
て

は
、
外
国
語
に
親
し
み
、
広
い
視

野
を
も
っ
て
諸
外
国
の
文
化
を
理

解
し
、
国
際
的
感
覚
と
行
動
力
を

身
に
付
け
る
た
め
、
英
語
指
導
助

手
を
小
・
中
学
校
に
１
名
ず
つ
配

置
し
て
い
く
と
と
も
に
、
英
語
科

等
の
指
導
体
制
の
工
夫
を
図
り
な

が
ら
、
き
め
細
か
な
授
業
実
践
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
中
学

校
の
英
語
科
授
業
に
お
い
て
は
、

英
語
科
教
諭
２
名
と
英
語
指
導
助

手
の
３
名
体
制
で
行
う
ほ
か
、
小

学
校
高
学
年
の
英
語
の
授
業
に
は

専
科
指
導
を
取
り
入
れ
て
、
中
学

校
の
英
語
科
教
諭
が
乗
り
入
れ
を

行
い
主
担
当
と
な
り
、
英
語
指
導

助
手
と
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

英
語
検
定
の
検
定
料
の
助
成
に

つ
き
ま
し
て
は
、
英
語
へ
の
学
習

意
欲
や
英
語
力
の
向
上
を
図
る
た

め
に
助
成
を
継
続
し
、
積
極
的
な

受
検
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

（
７
）
学
び
を
支
え
る
教
育
環
境

の
整
備

　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る
教

育
を
推
進
し
て
い
く
上
で
非
常
に

大
切
な
要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

学
校
施
設
等
長
寿
命
化
個
別
計
画

を
生
か
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の

豊
か
な
学
び
に
つ
な
が
る
教
育
環

境
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
と

と
も
に
、
安
全
・
安
心
な
学
校
施

設
の
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

児
童
生
徒
の
学
校
に
お
け
る
安

全
管
理
や
通
学
路
等
に
お
け
る
安

全
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
職

員
の
継
続
的
な
指
導
を
は
じ
め
、

地
域
や
保
護
者
、
学
校
安
全
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
ご
協
力
の
も
と

で
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
管
理
者
や
関
係
機

関
で
組
織
さ
れ
た
「
通
学
路
安

全
推
進
会
議
」
の
機
能
も
生
か
し

な
が
ら
、
通
学
路
の
安
全
確
保
に

努
め
、「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
」
に
よ
る
巡
回
指
導
も
引
き

続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て

は
、
児
童
生
徒
の
利
便
性
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
町
長
部
局
と
も

連
携
し
、
安
全
運
行
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

●
社
会
教
育
の
推
進

　

社
会
教
育
は
、
公
民
館
や
ス

ポ
ー
ツ
施
設
等
の
社
会
教
育
施
設

を
活
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

年
代
に
応
じ
た
学
習
機
会
や
学
習

情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
町
民
が

生
涯
に
わ
た
っ
て
自
主
的
・
意
欲

的
に
芸
術
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
み
、
心
身
と
も
に
健
や
か
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
上

で
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
当

町
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
、
伝
統

を
生
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

自
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
夢
や
希

望
を
抱
き
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し

く
生
き
る
力
を
育
む
、
創
意
と
活

力
に
満
ち
た
社
会
教
育
施
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
推
進
の

主
な
施
策
に
つ
い
て
６
点
申
し
上

げ
ま
す
。

（
１
）
家
庭
教
育
支
援
の
推
進

　

子
ど
も
の
健
全
で
確
か
な
育
ち

の
原
点
は
家
庭
に
あ
り
、
子
育
て

家
庭
の
教
育
力
の
向
上
と
子
育
て

支
援
が
大
切
な
こ
と
か
ら
、
家
庭

の
教
育
力
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て

は
、
青
少
年
育
成
協
議
会
と
連
携

し
、
子
育
て
研
修
会
や
青
少
協
だ

よ
り
の
発
行
、「
早
寝
、
早
起
き
、

朝
ご
は
ん
」
や
家
庭
教
育
に
関
す

る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
乳
児
を
対
象
に
親
子
の
絆
が

よ
り
深
ま
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
を
実
施
す
る
他
、
認
定
こ
ど
も

園
と
連
携
し
た
情
報
提
供
や
相
談

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
と
と

も
に
、
子
ど
も
の
屋
外
で
の
遊
ぶ

環
境
を
広
げ
る
た
め
に
、
認
定
こ

ど
も
園
の
休
日
の
園
庭
開
放
を
令

和
４
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

（
２
）
生
涯
各
期
に
お
け
る
活
動

の
推
進

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を

育
て
る
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
取

り
組
み
が
大
切
な
こ
と
か
ら
、
地

域
の
教
育
力
の
向
上
と
地
域
学
校

協
働
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
や
地
域
の
教
育
資
源
を

生
か
し
た
様
々
な
体
験
活
動
を
行

う
チ
ャ
レ
ン
ジ
元
気
塾
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
青
少
年
育
成
協
議

会
が
行
う
青
少
年
育
成
研
修
の
集

い
や
標
語
募
集
に
よ
る
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

少
年
期
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研

修
を
核
と
し
て
、
地
域
活
動
に
お

け
る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
努
め
る

と
と
も
に
、
少
年
愛
の
ま
ち
交
流

事
業
に
お
い
て
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
通
じ
て
子
ど
も
の
健
全
育
成

を
支
援
す
る
滋
賀
県
東
近
江
市
愛

東
地
区
と
の
交
流
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

　

青
年
期
の
活
動
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
青
年
自
身
が
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

地
域
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
に
積

極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
青
年
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
づ
く
り
活
動
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
成
人
式
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
４
月
よ
り
成
人
年
齢
が

18
歳
に
な
り
ま
す
が
、
対
象
年
齢

を
20
歳
と
し
て
実
施
す
る
「（
仮

称
）
愛
別
町
は
た
ち
の
つ
ど
い
」



を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
学

習
や
多
く
の
仲
間
と
の
交
流
を
通

し
て
、
学
び
、
高
め
合
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
ほ
う
ら
い
大
学
を

引
き
続
き
開
校
し
、
潤
い
と
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
公
民
館
事
業
の
推
進

　

公
民
館
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
で
も
、
な
ん
で
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
か
ら
、
町

民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な

講
座
の
開
講
や
事
業
の
開
催
を
通

し
て
、
健
康
・
知
識
・
教
養
等
を

高
め
る
学
び
が
で
き
る
よ
う
に
支

援
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
だ

よ
り
の
発
行
等
き
め
細
か
な
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

愛
別
天
神
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
の
も
と
、
小
学
生
を
対
象
と
し

て
長
期
休
業
期
間
中
に
実
施
し
、

学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
、
体
験
活
動
な

ど
を
行
い
な
が
ら
、
学
力
・
体
力

の
向
上
と
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の

形
成
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

公
民
館
図
書
室
に
つ
き
ま
し
て

は
、
蔵
書
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

新
た
に
配
置
さ
れ
た
図
書
の
情
報

提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
図
書
利

用
を
推
奨
す
る
「
ブ
ッ
ク
ク
ロ
ー

ル
」
や
近
隣
町
と
連
携
し
た
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
愛
Ｌ
Ｏ
Ｖ

Ｅ
ぶ
っ
く
ん
ラ
イ
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
読
書
に

親
し
み
や
す
い
図
書
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
北
海
道
立
図

書
館
や
旭
川
市
立
図
書
館
な
ど
の

蔵
書
貸
出
事
業
も
積
極
的
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
共
生
型
交
流
館

ぽ
ん
て
に
開
設
し
て
い
る
ま
ち
な

か
文
庫
に
お
い
て
も
、
図
書
に
親

し
み
、
多
く
の
方
々
と
の
交
流
が

図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
自
動
車
文
庫
ａ
ｉ
‐

ａ
ｉ
を
生
か
し
、
町
民
が
利
用
し

や
す
い
図
書
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

公
民
館
分
館
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
の
活
動
拠
点
と
し
て
学

習
や
交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
分

館
の
主
催
事
業
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

（
４
）
文
化
の
振
興

　

文
化
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

人
々
の
心
や
暮
ら
し
に
豊
か
さ
と

ゆ
と
り
を
与
え
、
生
活
に
新
し
い

ヒ
ン
ト
や
考
え
る
き
っ
か
け
が
得

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
連
盟
や

そ
の
加
盟
団
体
、
文
化
活
動
に
取

り
組
む
サ
ー
ク
ル
等
の
活
動
を
支

援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
に

根
ざ
し
た
文
化
活
動
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
音
楽
行
進
や
文
化
祭

に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま

え
て
、
実
施
に
向
け
て
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　

町
無
形
文
化
財
に
指
定
し
て
い

る
「
愛
別
岐
阜
獅
子
神
楽
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
保
存
継
承
活
動
を

引
き
続
き
支
援
す
る
と
と
も
に
、

教
育
機
関
や
公
民
館
と
の
連
携
を

図
り
、
地
域
に
文
化
財
の
魅
力
を

伝
え
、
後
継
者
育
成
に
つ
な
げ
る

機
会
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

文
化
財
・
郷
土
資
料
に
つ
き
ま

し
て
は
、
文
化
財
収
蔵
庫
の
整
理
・

分
類
作
業
を
進
め
て
い
く
な
ど
、

保
存
保
護
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
５
）
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
生
涯
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ

活
動
が
、
豊
か
な
人
格
の
形
成
や

健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
営
む
上

で
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
誰
も
が
体

力
や
年
齢
に
応
じ
て
気
軽
に
い
つ

で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
仲
間

づ
く
り
や
地
域
で
の
交
流
が
で
き

る
よ
う
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹

介
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
マ
ッ
チ

し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
大
会
な
ど

を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
」
に
参
加
し
、
運
動
習

慣
の
定
着
を
図
っ
て
い
く
ほ
か
、

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
展
開
す
る

「
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

活
用
し
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
を
「
夢
先
生
」
と
し

て
迎
え
、
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
を
対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

た
人
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

（
６
）
社
会
教
育
関
係
施
設
の
整
備

　

社
会
教
育
関
係
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
個
人
の
学
び
や
心
身
を

鍛
え
る
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
仲

間
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
の
拠
点

で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
指
定
管
理

者
制
度
に
基
づ
き
管
理
運
営
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
施
設
の
機
能
が
十

分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
や
魅
力
的
な
施
設
を
目
指

し
て
、
計
画
的
な
修
繕
や
環
境
な

ど
に
も
配
慮
し
た
、
安
全
で
利
用

し
や
す
い
施
設
管
理
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
日
本
ハ
ム
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

活
用
し
、
少
年
団
育
成
会
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
山
村
広
場
の
補

修
・
整
備
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
北
海
道
健
康
づ

く
り
財
団
よ
り
認
定
さ
れ
た
農
村

公
園
内
の
「
す
こ
や
か
ロ
ー
ド
」

に
、
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
し
て

周
知
を
図
り
な
が
ら
、
町
民
の
健

康
づ
く
り
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー

ド
と
し
て
の
活
用
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
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